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年頭のご挨拶

（一社）北九州中小企業団体連合会

　会長　自　見　榮　祐

　今年の新年は好天に恵まれ穏やかな幕開
けとなりました。片や世界中から今年の混
迷を予感させるニュースも数多くもたらさ
れ、何があっても驚いてはいけない、と肝
に銘じるお正月でもありました。世界中、
歴史的なレベルで多様な価値観、利害の対
立があらわになり、人類全体としての進
歩、発展については期待できそうにありま
せん。かかる情勢の中で、島国日本のあり
ようを考えると、相対的には日本の文化、
精神、経済力、が浮揚するチャンスではな
いでしょうか？世の中常にだれが生き残れ
るか、についての絶対的な基準はありませ
ん。相対的に優位にあるものが勝者となる
のが世の倣いです。世界の混迷を目の当た
りにすると、島国の中で無駄な足の引っ張
り合いを無くせば、これほど簡単に一枚岩
になれる国は無いと思います。無論どんな
に小さな世界でも権力は常に腐敗すること
も道理ですが、叩き潰せばいいというもの
ではありません。世界のあらゆるところ
で、相手を殲滅するまでは、というエネル
ギーが充満しているのに比べれば、日本は
飛躍のチャンスに思えます。
　中小企業と一口に言っても、あらゆる産
業分野にまたがっています。人間に60兆個
の細胞があり、それぞれが新陳代謝を重ね
ながら、精緻なネットワークを構成してい
るように、企業総数の98％以上が中小企業
ですからこの集団に活力が無くなれば、社
会全体は衰退します。ｉＰＳ細胞が人間の
細胞を自由自在に作れる時代も到来しつつ
ありますが、個々の中小企業を国が自在に

作れるものではありません。あくまで現場
で自然発生的に生まれるものだと思いま
す。ＩｏＴやビッグデータと言われる世界
で、人工知能が物凄いスピードで進化しつ
つありますが、人間の肉体や頭脳の存在の
方が先でしょう。ヒトの命や医療の為に膨
大な社会保障費が積み上げられてきました
が、人間社会を維持するためにはインフラ
の維持管理も不可欠です。コンクリートか
ら人へ、のキャッチフレーズもありました
が、人の老化と同じように道路や橋やトン
ネルや高層ビルが崩壊し始めても人は生き
てゆけません。それらのメンテナンスを行
うのは人間の肉体を使う熟練労働が必要不
可欠です。今の世の中を維持するだけでも
膨大な需要があるのです。公共事業が社会
悪であるかのような風潮は間違っています。
　賃上げが中小企業まで届かないではない
かと言いますが、賃上げの前提は利益の確
保です。今の世の中は、企業性悪説的な世
論がはびこっていて、安いことが最大の正
義であり、公共事業などはとにかく入札を
繰り返して、安く発注しろ、が世論ではな
いでしょうか？額に汗して働く人の労働や
サービスについて、正当な対価を払いま
しょうよ、という価値観が復活しないこと
には値下げ競争の先の出口が見えません。
企業の生業は、売り手よし、買い手よし、
世間よし、で成り立っているのです。お陰
さまで、の精神を日本人全体で思い起こす
ことが肝要かと思います。
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年頭のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は、官営八幡製鐵所関連施設が世界

文化遺産に登録され、北九州市は「世界遺

産のある街」になりました。また「ＴＧＣ

北九州2015」（東京ガールズコレクション）

を初開催するなど、国内外の注目を集めた

一年でした。

　今年は、「元気発進！北九州」プランや

「北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に基づき、本市のポテンシャルを活

かした産業振興を推進し、女性や若者か

らアクティブシニアまで、あらゆる年代

の方々が活躍し、人を呼び込む魅力ある

まちづくりを進めます。

　まず、東九州自動車道開通（北九州―

宮崎間）の好機を捉えた北九州空港の物

流拠点化や、次世代自動車産業、ロボッ

ト産業、環境・エネルギー産業などの

リーディング産業の振興、小規模・中小

企業支援の拡充など、「北九州市新成長戦

略」を着実に推進し、地域経済活性化、

雇用の創出につなげます。

　次に、女性や若者の定着を促す魅力的

なまちづくりとして、女性の就業や子育

てなどをワンストップで支援するセン

ターの設置や、ＮＰＯ法人の調査で４年

連続政令市トップの評価を受けている子

育て環境の更なる充実を図ります。また、

「映画の街・北九州」の発信やポップカル

チャーの振興により、街のにぎわいを創

出するとともに、「文化芸術の街・北九州」

ならではの取組として、若者や子どもが

優れた文化芸術と出会える場を創造しま

す。これに加え、学生の地元就職の促進

や、北九州市版ＣＣＲＣモデル事業の実

施により、本市への定住・移住の促進に

も取り組みます。

　更に、誰もが住みなれた地域で安心し

て暮らしていくことができるよう「第四

次北九州市高齢者支援計画」を推進し、

また、「北九州市安全・安心条例」の理念

のもと、日本トップクラスの安全・安心

なまちづくりを目指します。

　５月には伊勢志摩サミットにあわせて、

九州で唯一の「Ｇ７北九州エネルギー大臣

会合」が開催されます。市民一丸となり万

全のおもてなしで会合を成功に導き、本市

の魅力を国内外に発信しましょう。

北九州市長

　　　　北　橋　健　治
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北九州市長へ「要望書」を提出

　平成27年11月25日（水）、自見会長を始め池田、安心院、松本、梯の各副会長が出席
し、自見会長から北橋市長へ「平成28年度北九州市に対する中小企業対策に関する要望書」
を手渡しました。
　この要望書は、北中連の４部会、２委員会において提案された要望、意見を集約し、正副
会長会および理事会で検討を加えて承認されたものです。
　当日は、北橋市長を始め大川企業立地・食ブランド推進担当理事、石井産業振興部長、吉
武中小企業振興課長の出席の下、新成長戦略の進捗状況、北九州市中小企業振興条例、第三
次産業の振興、「若者みらいワーク」の開催による地元企業への就職支援、北九州空港の活用
などについて幅広く意見交換が行われました。
　なお、要望事項は、９分野40項目で内容は次のとおりです。

平成28年度　北九州市に対する
中小企業対策に関する要望

［景気対策］
１�　国内景気は、全般的には東京オリン
ピックの開催や外国人観光客の増加など
で、緩やかな回復基調が続いているが、
地方の中小企業にとっては、その実感は
薄く、むしろ、電力料、人件費、材料費
等の高騰で厳しい状況に置かれている。

　�　ついては、北九州市の予算編成におい
ては、中小企業に十分配慮していただく
と同時に、国に対して、早急かつ的確な
景気対策と税制改革を実行すべく、積極

的に働きかけていただきたい。

［地域振興対策］
２�　北九州地区の経済は、消費税率引き上
げに伴う影響も落ち着き、全体としては
緩やかに回復しているものの、中小製造
業においては電力料金や材料費の高止ま
り、建設関連業では仕事量はあるものの
人手不足に加えて賃金の高騰、地域商店
街ではプレミアム商品券の発行で一時よ
り回復はしてきているものの、依然とし
て非常に厳しい状況に置かれている。

　�　今後もこのような状況で推移するもの
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と思われるので、より一層の金融、受
注、雇用、地域振興等の支援策の充実と
併せて市独自の中小企業対策予算の大幅
な増額を図っていただきたい。

３�　「海の幸・山の幸を愛する地産地消サ
ポーター制度」の普及、広報並びに自然
に恵まれた地域の特性を活かした農林水
産物や食品などの「地域ブランド品」の
積極的な掘起しと広報に努め、安全・安
心な農林水産物供給と地域振興に引続き
取り組んでいただきたい。

４�　今年、世界文化遺産に登録された「官
営八幡製鐵所関連施設」は、本市の発展
を支えてきたものづくりの原点であり、こ
れからも大事に保存し、後世に引き継い
でいく必要がある。又、現在行なってい
るTOTO、安川電機、シャボン玉石けん
等、ものづくりを主体にした企業の工場見
学、工場夜景等の産業観光など本市の特
性を生かした観光の振興を加速化させると
ともに、本市の広報に努めていただきたい。

５�　2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックを見据え、24時間利用可能な北九
州空港のポテンシャルを活かし、深夜・
早朝の時間帯を中心に新たな需要の創
出、LCCや大型機の路線の誘致、国際線
ターミナル機能の充実、滑走路の延伸
（3,000ｍ化）、福岡都心部と結ぶリムジ
ンバスや北九州空港エアポートバスの増
便よる利用客の利便性の向上など、福岡
県と連携して推進していただきたい。

［工業振興対策］
６�　関東（機械要素技術展・東京ビッグサ
イト）、関西（関西機械要素技術展・イ
ンテックス大阪）、中部（メッセナゴヤ・
ポートメッセなごや）地区で開催される
全国規模の展示会等への出展は、北九州
市の知名度向上を図るとともに、技術力
や製品力を有する市内の中小企業が域外
に販路開拓を図る上で有効な手段であ

る。引続き、共同出展事業や出展助成は
充実して実施していただきたい。

７�　原発の再稼働が一部では行われている
が、依然として大部分の原発は停止して
いるため、火力発電に頼らざるを得ず、
石油や石炭、天然ガスなどの輸入が増え
電気料金の値上げが懸念される。加え
て、地球温暖化を抑制することからも安
全基準を満たした原発の再稼働を早急に
行い、安定的に良質で廉価な電力供給が
行われるよう、国や電力事業者に積極的
に働きかけていただきたい。

８�　市内の工業団地は、ものづくり産業の
中核であり、地域の顔ともなっている。
加えて、最近は海外を含めて来客も多く
訪れるので、道路等を含めた工業団地周
辺の環境の整備を行っていただきたい。

９�　工業団地の事業として実施する共同受
電における省エネ設備の導入や原水供給
の配管敷設などについて、資金面の支援
をいただきたい。

［商業振興対策］
10�　大型商業施設の進出や少子高齢化で地
域の商店街は、非常に厳しい状況の下に
あり、空き店舗率は区によってバラツキ
はあるものの9.4～33.7％となっており、
商店街では空き店舗対策が喫緊の課題と
なっている。商店街では、「商店街空き店
舗活用事業」を活用し活性化を図ってい
るが、商店街の実情を考慮し、補助金額
の増額、補助期間の延長及び審査期間の
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短縮を図っていただきたい。
11�　「北九州市商店街の活性化に関する条
例」の効果的な運用を図るため、県の関
係部署と連携を図り、重要事項説明書に
記載することを働きかけるとともに不動
産やコンビニ等を含めた業者に対して、
更に積極的な広報と周知の徹底を図って
いただきたい。

12�　多くの商店街や事業者は、後継者育成
と事業承継が大きな課題となっている。
講師派遣による研修会や講習会の開催に
加え、市内の若手経営者の交流の場を設
けるとともに、商店街青年部の連合体の
組織化を図っていただきたい。

13�　プレミアム付商品券発行事業は、沈滞
する商店街の活性化に大いに貢献してお
り、引続き継続して実施するよう関係機関
へ働きかけていただきたい。

14�　長期間放置された商業ビル等は、防
犯・防火に加え、壁面などの剥落により
通行人に被害が及ぶ恐れも充分考えられ
るので、今年２月に施行された「空家等
対策の推進に関する特別措置法」に基づ
き、早急に対処し、街の安全・安心を推
進していただきたい。

15�　リノベーションによる都市型産業の育
成及び新規雇用者の創出を図るため、特
区方式などによる建築基準法の緩和や遊
休不動産を持つ地権者などの意識改革等
を積極的に推進していただきたい。

16�　商店街等が地域の活性化のために実施
するイベントなどでの道路占用許可申請

について、規制の緩和と手続きの簡素化
（期間の短縮）を図り、占用料を減免し
ていただきたい。

17�　国が実施している「地域商業自立促進
事業」は、地域商店街等の活性化に有効
な施策なので、来年度も実施するよう国
に積極的に働きかけていただきたい。

18�　商店街や市場などの火災・水害対策の
早期実施、商店街への自転車乗り入れ禁止
の徹底、居酒屋店員による客引きの規制、
駐輪場の設置・増設を図っていただきたい。

19�　起業支援のワンストップサービスや各
種の経営相談等を行なっている中小企業
支援センターの広報に務め、起業家や中
小企業者の積極的な利用促進を図ってい
ただきたい。

［受注対策］
�　地元の雇用を確保し、地域経済を循環さ
せるとともに、従業員の土木・建設技術を
向上させ、地域の発展・振興を図り、中小
建設業及び関連業者が夢と希望を持って働
けるような公共工事にするため、毎年、閣
議決定されている「中小企業に関する国等
の契約の基本方針」や「公共工事の品質確
保の促進に関する法律」を遵守し、以下の
施策を継続して実施していただきたい。
20�　「中小企業に関する国等の契約の基本
方針」に則り、官公需適格組合を始めと
する事業協同組合等の受注機会の増大を
図るとともに、窓口の契約担当者に周知
徹底していただきたい。

21�　道路や公共施設の防災・減災や改修等
の公共工事予算を増額して確保するとと
もに、工事が年度末に集中しないように
発注の平準化に努めていただきたい。

22�　専門業者育成の面からも電気、給排
水、塗装、防水など専門業者で施工でき
る工事については、専門業者への分離発
注に努めていただきたい。 

23�　適正な利潤が確保できるように最低制
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限価格を設計価格の93％までに引き上げ
ていただきたい。

24�　市による建設関連業に対する「中小建
設業新分野進出支援助成金」「建設業戦略
的経営支援事業」「各種セミナー」などの
支援策は、引き続き充実して実施してい
ただきたい。

25�　かなりの期間据え置かれている伝票工
事の限度額の200万円を300万円に引き上
げるとともに、添付書類の簡素化を進め
るか、必要であればその作成経費を確保
していただきたい。

26�　現在の総合評価方式では新規事業者の
参加が困難なので、「国等の契約の基本方
針」に則り、少額随意契約の際には新規
事業者を見積先に含め、新規事業者の育
成を図っていただきたい。

［金融税制対策］
27�　中小企業にとって自治体の制度融資
は、重要な資金の調達先であるが、借り
入れる企業としては信用保証協会の保証
料を含めた額が金利負担となる。市では、
貸付利率及び保証料の低減や保証料の一
部補助などを行っているが、引続き実質
的な金利負担の低減を図っていただきたい。

28�　事業所等の合計床面積及び従業者の給
与総額を課税標準とする事業所税は、免
税点（1,000㎡→3,000㎡、100人→200人）
を引き上げるか、若しくは中小企業には
免除措置を行っていただきたい。

29�　地域経済を支える中小企業等に対し
て行われている法人税率の軽減（19％
→15％）は、28年度末まで延長されたが、
更に税率の引き下げを国に積極的に働き
かけていただきたい。

30�　法人税の中小企業における交際費の定
額控除限度額（800万円）は２年延長され
たが、全額を交際費として経費計上できる
よう国に積極的に働きかけていただきたい。

31�　資本金や支払い給与等を課税対象とす

る外形標準課税は、地域経済を支える中
小企業にとっては、大変な負担増となり
企業経営への影響も大きいので、同法の
中小企業への適用拡大を行わないよう国
に強く働きかけていただきたい。

32�　団地組合の一体化を保証するため、組
合員の倒産等により、団地内不動産を組
合が一時取得する場合の登録免許税・不
動産取得税は非課税にしていただきたい。

［労働対策］ 
33�　市内の有効求人倍率は１倍を超え売り
手市場になってきているが、依然として
若年層を中心に希望職種と求人職種のミ
スマッチによる早期退職が発生している。
市が若年者の就業拡大を目的に実施して
いる若者ワークプラザ北九州運営事業に
おいて、26年度は年間述べ約16,900人の
若者の求職者が利用し、1,100人余りが就
職している。また、若年者求人開拓業務
においては、年間2,200人の求人を掘り起
こすなど、若年者の就業支援とミスマッ
チの解消及び中小企業の人材確保に大い
に貢献しているので、引続き充実して実
施していただきたい。（平成27年度若年者
求人開拓業務は北中連の受託事業です。）

34�　我が国のものづくり中小企業の優れた
技術・技能は、我が国産業の国際競争力
の強化に貢献するとともに、新製品・新
技術開発や新たな産業を創出する基盤
ともなっている。「北九州マイスター制
度」、「北九州マイスター匠塾」、「匠に学ぶ
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［環境対策］
37�　「環境未来都市」や「グリーンアジア
国際戦略総合特区」の指定を受け、環境
にやさしい街づくりのため、究極のク
リーンエネルギーとして注目されている
水素社会の創造を目指して、動機付けや
普及促進ととともに水素関連産業の育成
を図っていただきたい。

38�　エコアクション21認証取得は中小企業
の環境対策と経営改善に大きく貢献して
おり、現在行なっている無料セミナーの
開催や優遇策などについては、引続き積
極的な広報と更なる支援策を講じていた
だきたい。

39�　環境対策の視点から、安全基準を満た
した原発の早期稼働、水素エネルギーの
普及促進、再生可能エネルギー固定価格
買取制度の柔軟な見直しなどを積極的に
進めていただきたい。

［北中連関係］ 
40�　本連合会は、昭和29年の設立以来、60
年間、北九州地域の中小企業支援と地域
振興に積極的に取り組んできた。今後も
講演会・シンポジウムの開催や北九州市
が実施する各種中小企業施策に、市と連
携し積極的に取り組む所存であるので、
引き続き本連合会に対し委託事業の発注
など特段の配慮をお願いしたい。　

技能講習会」など、市内のものづくり中
小企業の技術技能、ノウハウが衰退する
ことなく円滑に継承が図られるような人
材育成の支援策を継続実施していただき
たい。また、市が開催している「実学ナ
レッジセミナー」など人材育成支援の研
修会・講習会などは継続して実施してい
ただきたい。

35�　大企業の業績の回復とともに中小企業
における人材確保はますます厳しい状況
に置かれている。

　�　市では、地元中小企業への理解を深め
るため、会社合同説明会、学校の就職担
当職員と中小企業経営者との情報交換
会、企業見学バスツアー、北九州ゆめみ
らいワークの開催や「キタキュー就職ナ
ビ」の運営など、新卒者や若年者が地元
の中小企業に就職したくなるような施策
を実施しているが、これらの広報・周知
を徹底し、地元中小企業の人材確保を支
援していただきたい。

36�　地元の中小企業は、厳しい経営状況に
置かれており、社内で従業員を教育する
資金的、時間的余裕がないため、即戦力
を必要としている。電気、溶接、機械、
建築などの基礎的な技術習得者を育成し
社会に送り出すため、工業高校や専門学
校等のカリキュラムの充実を関係機関に
働きかけていただきたい。
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福岡県知事へ「要望書」を提出

　平成27年12月１日（火）、自見会長を始め池田、安心院、松本、梯の各副会長が出席し、
福岡県庁の商工部長室において、自見会長から今村商工部長へ知事あての「平成28年度北
九州地域の中小企業対策に関する要望書」を手渡しました。
　この要望書は、北中連の４部会（工業、商業、建設関連、サービス・その他）、２委員会

（金融税制・情報）において提案された要望や意見を集約し、正副会長会および理事会にお
いて検討を加え承認されたものです。
　当日は、今村商工部長を始め恒吉中小企業振興課長、山田企画監の出席の下、廉価な電力
の確保、プレミアム商品券発行事業の継続、建設現場の人材確保、高度化事業の検討、北九
州空港の活用、汗を流して働く風土醸成などについて、幅広く意見交換が行われた。
　なお、要望事項は９分野27項目で、内容は次のとおりです。

平成28年度 福岡県に対する
中小企業対策に関する要望

［景気対策］
１�　国内景気は、全般的には東京オリン
ピックの開催や外国人観光客の増加など
で、緩やかな回復基調が続いているが、
地方の中小企業にとっては、その実感は
薄く、むしろ、電力料、人件費、材料費
等の高騰で厳しい状況に置かれている。

　�　ついては、福岡県の予算編成において
は、本年10月に制定された「福岡県中小
企業振興条例」に基づき、中小企業に十

分配慮していただくと同時に、国に対し
て、早急かつ的確な景気対策と税制改革
を実行すべく、積極的に働きかけていた
だきたい。

［地域振興対策］
２�　北九州地区の経済は、消費税率引き上
げに伴う影響も落ち着き、全体としては緩
やかに回復しているものの、中小製造業に
おいては電力料金や材料費の高止まり、
建設関連業では仕事量はあるものの人手
不足に加えて賃金の高騰、地域商店街で
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はプレミアム商品券の発行で一時より回復
はしてきているものの、依然として非常に
厳しい状況に置かれている。

　�　今後もこのような状況で推移するものと
思われるので、より一層の金融、受注、
雇用、地域振興等の支援策の充実と併せ
て、福岡県独自の中小企業対策予算の大
幅な増額を図っていただきたい。

３�　2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックを見据え、24時間利用可能な北九州
空港のポテンシャルを活かし、深夜・早朝
の時間帯を中心に新たな需要の創出、ＬＣ
Ｃや大型機の路線の誘致、国際線ターミ
ナル機能の充実、滑走路の延伸（3,000ｍ
化）、福岡都心部と結ぶリムジンバスや北
九州空港エアポートバスの増便など利用客
の利便性向上のため、北九州市と連携し
て推進していただきたい。

［工業振興対策］ 
４�　原発の再稼働が一部では行われている
が、依然として大部分の原発は停止して
いるため、火力発電に頼らざるを得ず、石
油や石炭、天然ガスなどの輸入が増え電
気料金の値上げが懸念される。加えて、
地球温暖化を抑制することからも安全基準
を満たした原発の再稼働を早急に行い、
安定的に良質で廉価な電力供給が行われ
るよう、国や電力事業者に積極的に働きか

けていただきたい。
５�　県内の工業団地は、ものづくり産業の中
核であり、地域の顔ともなっている。加え
て、最近は海外を含めて来客も多く訪れる
ので、道路等を含めた工業団地周辺の環
境の整備を行っていただきたい。

６�　工業団地等の事業として実施する共同
受電における省エネ設備の導入について、
資金面の支援を検討いただきたい。

［商業振興対策］
７�　多くの商店街や事業者は、後継者育成
と事業承継が大きな課題となっている。講
師派遣による研修会や講習会の開催に加
え、県内の若手経営者の交流の場を設け
るとともに、商店街青年部の連合体の組織
化を図っていただきたい。

８�　プレミアム付商品券発行事業は、沈滞
する商店街の活性化に大いに貢献してお
り、引続き継続して実施するよう関係機関
へ働きかけていただきたい。

９�　国が実施している「地域商業自立促進
事業」は、地域商店街等の活性化に有効
な施策なので、来年度も実施するよう国に
積極的に働きかけていただきたい。

［受注対策］
　地元の雇用を確保し、地域経済を循環さ
せるとともに、従業員の土木・建設技術を向
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上させ、地域の発展・振興を図り、中小建
設業及び関連業者が夢と希望を持って働け
るような公共工事にするため、毎年、閣議決
定されている「中小企業に関する国等の契
約の基本方針」や「公共工事の品質確保の
促進に関する法律」を遵守し、以下の施策
を継続して実施していただきたい。
10�　「中小企業に関する国等の契約の基本方
針」に則り、官公需適格組合を始めとする
事業協同組合等の受注機会の増大を図る
とともに、「公共事業等施行対策連絡会議」
の「中小企業受注確保対策部会」にて目
標設定された中小企業への発注比率８割
超を遵守するよう、窓口の契約担当者に周
知徹底していただきたい。 

11�　道路や公共施設の防災・減災や改修等
の公共工事予算を増額して確保するととも
に、工事が年度末に集中しないように発注
の平準化に努めていただきたい。

12�　専門業者育成の面からも電気、給排
水、塗装、防水など専門業者で施工でき
る工事については、専門業者への分離発
注に、引続き努めていただきたい。 

［金融税制対策］
13�　中小企業にとって自治体の制度融資
は、重要な資金の調達先であるが、借り
入れる企業としては信用保証協会の保証
料を含めた額が金利負担となる。県では、

貸付利率及び保証料の低減や保証料の一
部補助などを行っているが、引続き実質的
な金利負担の低減を図っていただきたい。

14�　事業所等の合計床面積及び従業者の給
与総額を課税標準とする事業所税は、免
税点(1,000㎡→3,000㎡、100人→200人）を
引き上げるか、若しくは中小企業には免除
措置を行っていただきたい。

15�　地域経済を支える中小企業等に対し
て行われている法人税率の軽減（19％
→15％）は、28年度末まで延長されたが、
更に税率を引き下げるよう国に積極的に働
きかけていただきたい。

16�　法人税の中小企業における交際費の定
額控除限度額（800万円）は２年延長され
たが、全額を交際費として経費計上できる
よう国に積極的に働きかけていただきたい。

17�　資本金や支払い給与等を課税対象とす
る外形標準課税は、地域経済を支える中
小企業にとっては、大変な負担増となり企
業経営への影響も大きいので、同法の中
小企業への適用拡大を行わないよう国に
強く働きかけていただきたい。

18�　県が実施している高度化資金の申請か
ら実行までの期間の短縮及び提出書類の
簡素化を、更に図っていただきたい。

19�　県が実施している高度化資金の債権保
全措置として連帯保証人による保証だけで
なく、金融機関保証も認めていただきたい。
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20�　県が実施している高度化資金の個人保
証については、「経営者保証に関するガイド
ライン」に基づき弾力的に運用していただ
きたい。また、返済が完了した組合員の不
動産に対する県の担保設定は速やかに解
除していただきたい。

21�　県が実施している高度化資金の組合借
入金で、破産手続きが終了した組合員に
対する貸付金は、組合に対する全体の貸
付金から除外していただきたい。

22�　団地組合の一体化を保証するため、組
合員の倒産等により、団地内不動産を組
合が一時取得する場合の登録免許税・不
動産取得税は非課税にしていただきたい。

［労働対策］ 
23�　我が国のものづくり中小企業の優れた
技術・技能は、我が国産業の国際競争力
の強化に貢献するとともに、新製品・新技
術開発や新たな産業を創出する基盤とも
なっている。県内のものづくり中小企業の
技術技能、ノウハウが衰退することなく円
滑に継承が図られるよう人材育成の支援
を継続実施していただきたい。

24�　大企業の業績の回復とともに中小企業
における人材確保はますます厳しい状況
に置かれている。地元中小企業への理解
を深めるため、学校の就職担当職員と中
小企業経営者との情報交換会や企業見学

バスツアーの開催など、新卒者や若年者
が地元の中小企業に就職したくなるような
施策を実施し、地元中小企業の人材確保
を支援していただきたい。

25�　地元の中小企業は、厳しい経営状況に
置かれており、社内で従業員を教育する
資金的、時間的余裕がないため、即戦力
を必要としている。電気、溶接、機械、建
築などの基礎的な技術習得者を育成し社
会に送り出すため、工業高校や専門学校
等のカリキュラムの充実を関係機関に働き
かけていただきたい。

［環境対策］
26�　エコアクション21認証取得は中小企業の
環境対策と経営改善に大きく貢献してお
り、現在行なっている無料セミナーの開催
や優遇策などについては、引続き積極的な
広報と更なる支援策を講じていただきたい。

［北中連関係］
27�　本連合会は、昭和29年の設立以来、60
年間、北九州地域の中小企業支援と地域
振興に積極的に取り組んできた。今後もシ
ンポジウムの開催や福岡県が実施する各
種中小企業施策に、県と連携し積極的に
取り組む所存であるので、引き続き本連合
会に対し委託事業の発注など特段の配慮
をお願いしたい。
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第３回理事会
　９月29日（火）15時から北九州市立商工
貿易会館６階会議室において、理事・監事
15名出席のもと、平成27年度第３回理事会
が開催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
　事業報告（各種経過報告）、議事録署名
人（自見会長、杉岡、山岡監事）の選任を
行った。第２号事案　平成27年度下半期行
事計画、第３号議案　部会・委員会の開催
報告、第４号議案　平成28年度中小企業対
策の県・市に対する要望のとりまとめ、第
５号議案　新規加入及び脱退の承認を審議
し、全て承認する。
　続いて、北九州市からの委託事業である

「若年者求人開拓事業」の実績報告、11月
20日に沖縄コンベンションセンターで開催さ
れる第67回中小企業団体全国大会への参加
要請について説明があり理事会を閉会した。

第４回理事会
　12月15日（火）18時から稚加榮小倉店に
おいて、理事10名、監事３名の出席のもと
第４回理事会が開催された。自見会長が挨
拶の後、議長となり議事に入った。
　議事録署名人（自見会長、杉岡、山岡、
井上監事）の選任を行った。続いて、各種
経過報告、福岡県及び北九州市に対する平
成28年度中小企業対策の要望・陳情活動の
報告、地域経済懇談会と新春講演・交流会
の予定などについて、説明及び討議を行
い、全て承認された。
　続いて、中央会創立60周年記念式典への
参加要請、北中連だよりの発行と協賛広告
へのお礼を述べた。
　引続き、理事会終了後、石井産業振興部
長、北中連顧問の近藤商工中金北九州支店
長、福田前会長をお招きし、交流会を行い、
和やかな雰囲気の中で情報交換と交流を深
め池田北中連副会長の中締めで閉会した。

第２回正副会長会
　９月29日（火）13時30分から北九州市立
商工貿易会館６階会議室において、自見会
長、池田、安心院、松本、梯各副会長の出
席のもと正副会長会が開催され、自見会長
が議長となり審議に入った。
　理事会提出議案を審議の後、その他の事

項として、昨年度要望した北九州市に対す
る要望の回答、11月20日（金）沖縄コンベ
ンションセンター（沖縄県宜野湾市）で開
催される第67回中小企業団体全国大会へ
の出席要請、県、市に対する28年度の要
望陳情への出席などについて説明及び討
議を行った。

北中連 理事会・正副会長会
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若年者
求人開拓員 中小企業

求人、求職者の
情報交換

求人の申込み 紹介

登録・相談

若年者

応募訪問

求人開拓 ワークプラザの
紹介状を持参

若者ワークプラザ
北九州

北中連からのお願い

　北中連では、北九州市からの委託事業として「若年者求人開拓事業」を行っています。求人開拓員（北
中連の職員）が市内の企業を訪問して若年者向けの求人を開拓するものです。
　この求人情報を北九州市が運営する若年者向けの就業支援施設「若者ワークプラザ北九州」で活用し、
ミスマッチの少ない職業紹介を実施することで、若年者の就業と企業の皆様の人材確保に寄与しています。
　求人開拓員が皆様の組合や企業を訪問します。趣旨をご理解いただき、求人の申込みに是非ご協力く
ださい。（無料で利用できます。）

　　 若年者求人開拓事業の流れ

『若者ワークプラザ北九州』

　若年者（概ね40歳まで）に対し、就業相談、
各種情報提供、講座やセミナー、職業紹介等を
実施して就業を支援する施設です。求職者への
カウンセリングにより、ミスマッチの少ない職
業紹介を実施しています。
　平成26年度は、延べ16,900人の利用があ
り、様々な資格や職務経験を持つ若年者が登録
しています。

＜お問合せ先＞
（一社）北九州中小企業団体連合会　　TEL：093-531-0127　担当：野瀬

若年者向けの求人は、
「若者ワークプラザ北九州」へ

北九州市からの受託事業「若年者求人開拓事業」へのご協力をお願いします。
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　福岡県機械金属工業連合会（福機連）北九州支部は、福機連本部および北中連工業部会の
支援を受け、技術開発、作業改善、生産管理など企業経営の参考に資するため、先進企業視
察を行なっています。生産現場を見学し、経営者や技術者などと直接意見交換することで、
具体的により深く知識を習得できると、参加者から好評を得ています。
　今年度は、１1月４日・５日に中小企業庁の「元気なモノ作り中小企業300社」に選定さ
れている愛知県の「株式会社ケーエスディー」及び「株式会社ナガラ」の2社を視察しまし
たので、その概略を報告します。

《概　要》
設　　　立　平成４年10月１日
資　本　金　2,000万円
代　表　者　代表取締役　国分　重人
従 業 員 数　185人（平成26年2月）
所　在　地　〒491-0051
　　　　　　愛知県一宮市今伊勢町馬寄字吉田浦1-9
　　　　　　TEL 0586-43-2960（代）　FAX 0586-43-2970　URL:http://www.had-ksd.co.jp 
事 業 案 内　�ダイキャスト（HAD）製品の設計・製作・販売　およびそれに付随する一切

の業務
関 連 会 社　株式会社 コクブ精機
　　　　　　株式会社 ケーエステック
主要取引先　アイシン精機株式会社、株式会社アツミテック、ＮＴＮ株式会社、
（50音順）　  株式会社 オティックス、オリンパス 株式会社、カーツ 株式会社、
　　　　　　川崎重工業株式会社、ＫＹＢ株式会社、株式会社豊田自動織機、
　　　　　　万能工業株式会社、株式会社名光精機、株式会社ユニバンス

《沿　革》
平成４年　10月　株式会社ケーエスディー設立
平成７年　10月　第２工場稼働
平成８年　４月　知立工場稼働
平成12年　８月　三ツ井工場稼働
平成14年　７月　現在地に本社工場完成
　　　　　　　　従来の本社・各工場を集約
平成15年　１月　有限会社ケーエステックを設立　　　　　　　　　　　　　
平成16年　５月　ISO9001　認証取得

先進企業視察（愛知県）
　�     福機連北九州支部

◆株式会社 ケーエスディー

応接室にて
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平成17年　５月　ISO14001認証取得
平成21年　４月　経済産業省『明日の日本を支える元気なモノ作り中小企業300社』に選定
平成22年　４月　有限会社ケーエステックを株式会社ケーエステックに変更
平成23年　２月　「愛知ブランド企業」認定
平成27年　３月　永井科学技術財団「財団賞（技術賞）」受賞
　　　　　８月　新工場完成（現工場南側に建設）

「夢・創造性・挑戦・勇気」　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社は、これまで培ってきたHADプロセス技術をさらに進化させ、現在のQ（品質）C（コ
スト）D（納期）をより一層レベルアップし、今まで以上に満足できるトータルメリットを
提案し、当社の精密ダイキャスト製品を世界的に無類のものとすることで世界オンリーワン
企業を目指している。
　当社のグループは金型専門メーカーの（株）コクブ精機と金型の補正・整備を行う（株）ケー
エステックがあり、グループ３社の協力のもと、ユーザーニーズに対応できる一層のスピー
ド化とコストにも気を配り、互いにその特性を活かし「夢・創造性・挑戦・勇気」を合言葉
に、顧客からの支援、指導を受けながら、感動ができる精密ダイキャスト製品を通じて、社
会発展に貢献している。

品質環境方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
環境方針
　当社は、アルミダイキャスト製品の製造会社として、地球環境の保全に配慮し、環境マネジメ
ントシステムを事業運営の重要基盤の一つと考え、下記の環境方針に基づいた事業活動を行う。
１�．当社の事業活動が環境に与える影響を的確に捉え、可能な範囲で環境目的・目標を定
め、定期的に見直す環境マネジメントシステムの構築と維持・維持的改善の向上に努める。

２．環境関連の法律、条令、協定を遵守し環境保全・汚染の予防に努める。
３�．当社の環境マネジメントシステムに関係する組織及び従業員は環境保全活動の促進と維
持向上に努める。

４�．当社の環境影響のうち、以下の項目を環境保全重点テーマとして取り組む。
　①電気・ガス・石油エネルギーの無駄やロス削減に努め、効率化を図る。
　②廃棄物はリサイクル資源の有効利用と削減に努める。
　③大気汚染、地球温暖化などの環境に付加を与える物質の排出制御に努める。
５�．環境方針は、当社のホームページならびに書面を通じて広く社会に公開すると共に地域
とのコミュニケーションを図り地域の環境保全に努める。

最先端設備と独創的な技術の融合が当社の自信を作りだす　   
　ＨＡＤプロセスは、アルミ合金による自動車、農機具、光
学機器などの精密ダイキャスト部品製造において、一般のダ
イキャスト鋳造は抜き勾配を必要とし後加工を伴うが、ＨＡ
Ｄプロセスは抜き勾配を必要とせず、加工工程を省略できる
画期的な鋳造方法で、当社とグループ企業（株）コクブ精機
が共同で開発した技術である。
HAD＝stands for High Ability in precision Die casting HADプロセスで造られた製品
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真似のできない高精度な技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　勾配ゼロのストレートが抜けるためには、鋳造品自体
に崩壊しない程度の強度と伸びが必要で、この状態をつ
くるための金型の温度制御を実施し現在のノウハウを作
り上げてきた。
　そしてそのノウハウを使用することによって耐圧製品
も手がけることが可能となり、他に真似のできないこの
技術で、精密な耐圧製品作りにこだわり続けている。

ＨＡＤプロセスで抜き勾配ゼロ　バキュームキャスティング方式　　　　　　　　　　　　
　日本の産業がめざましい発展を続けるなか、
寸法精度に優れ、しかも大量生産が可能なダイ
キャスト製品の需要が益々高まっている。当社
は、こうした時代のニーズに応えるため、誕生
したダイキャスト製品の製造・販売会社で、低
価格・高精度・高品質な
ダイキャスト製品を提供
している。

安心と信頼の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　職場環境づくりは勿論品質の向上を目指すＱＣサークル活動、企業内・外のセミナー、勉
強会、展示会、工場見学等により幅広い知識導入にも力を入れている。

1000
　1　 ㎜という超単位での技術
高精度金型から作り出される確かな製品が各分野から絶対の信頼を築いている　　　　　　
　高度な産業国家となった我が国に欠かせないものは、基礎産業としての工作機器や精密産
業である。
　金型製作の頭脳部である設計・３Dモデリングは、最新のCAD・CAMシステムによるコン
ピュータシステムの導入と、総合的な技術力・生産工程を駆使することで実現が可能で、長
年にわたって培われた経験と高度な技術により超精密な金型を生み出す原動力がここにある。
　ミクロンという超の単位で精密な金型を製造する技術を持つ当社は、高い技術力で産業の
発展に貢献し、しかも顧客の求める時間に納入する正確
さ、高いコストパフォーマンスなど、当社はハイテク
ノロジーの時代にあって、常に産業、工業の礎として
新しい技術
フィールド
を開拓して
いる。

工場内全景

連続T5熱処理炉

三次元測定機

ダイキャストマシン

X線透視検査装置旋盤自動加工ライン

NC放電加工機三次元測定機ワイヤカット放電加工機マニシングセンター
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ダイキャスト製品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

グループ会社概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 コクブ精機 株式会社 ケーエステック

設　　立 昭和58年12月 設　　立 平成15年1月
資 本 金 1,000万円 資 本 金 300万円
代表取締役 国分　重人 代表取締役 齋藤　進
従業員数 22人（平成26年2月） 従業員数 11名（平成26年2月）
所 在 地 〒491-0935 所 在 地 〒491-0051

愛知県一宮市大和町福森字宮前17-1 愛知県一宮市今伊勢町馬寄西流41-1
TEL 0586-43-1630（代） TEL 0586-44-5920（代）
FAX 0586-43-1602 FAX 0586-52-2201

事業内容 ダイキャスト他金型設計製造 事業内容 ダイキャスト他金型設計製造
関連会社 株式会社 ケーエスディー

株式会社 ケーエステック

株式会社 ケーエスディー　正面玄関
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《概　要》
創　　　業　昭和55年１月20日
設　　　立　昭和54年10月15日
資　本　金　２億円
代　表　者　代表取締役社長　早瀬　實
事　業　所　本社工場（名古屋市）・三重工場（桑名市）
　　　　　　韓国事務所（釜山）・中国事務所（青島）- 2016年予定
従 業 員 数　約120人（海外研修生18名含む）　　平均年齢　37歳
所　在　地　〒454-0826　愛知県名古屋市中川区小本本町１丁目21番地
　　　　　　TEL 052-362-6066 ／ FAX 052-362-2232
三 重 工 場　〒511-0118　三重県桑名市多度町御衣野奥ノ谷1453-2
　　　　　　TEL 0594-48-5577 ／ FAX 0594-48-5900
海外事務所　韓国（釜山）14.11設立
　　　　　　釜山廣域市東区草粱1洞1205-1教職員共済会館10Ｆ1004号
　　　　　　TEL +82-51-464-6066 ／ FAX+82-51-464-2232
事 業 案 内　1）金型設計・製造
　　　　　　2）バッテリー再生
　　　　　　3）検査・リバースエンジニアリング
主要取引先　アスカ 株式会社、株式会社 エイチワン、川崎重工業 株式会社、
（50音順） 　株式会社 キーレックス、三恵技研工業 株式会社、株式会社 ジーテクト、
　　　　　　ダイハツ工業 株式会社、テクノエイト 株式会社、東亜工業 株式会社、
　　　　　　東プレ 株式会社、株式会社 豊田自動織機、トヨタ車体 株式会社、
　　　　　　豊田鉄工 株式会社、豊臣機工 株式会社、日産自動車 株式会社、
　　　　　　ホンダエンジニアリング 株式会社、三菱自動車工業 株式会社、
　　　　　　八千代工業 株式会社、ユニプレス 株式会社、リンナイ 株式会社　等

《沿　革》
昭和54年　10月　株式会社ナガラ設立
昭和55年　１月　社屋（工場・事務所）新設、操業開始
昭和57年　９月　本社工場第２期増設
昭和59年　７月　ナガラ興産（株）設立　外製業務を独立させる
　　　　　　　　本社工場第３期増設　本社事務所増設
昭和62年　11月　ＣＡＤ／ＣＡＭ化の開始
昭和63年　１月　専用機等の設計／制作部門新設
平成元年　４月　設備部門（ハンドリング・アタッチメント）新設
平成17年　６月　本社西工場増設　操業開始
平成19年　３月　増資　資本金２億円
　　　　　５月　経済産業省大臣より「元気なモノ作り中小企業300社の2007年度版」に選定
　　　　　９月　三重工場　操業開始
平成21年　10月　リバースエンジニアリング設備導入
　　　　　11月　バッテリー再生事業開始

◆株式会社 ナガラ
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金型設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　金型の設計においては顧客のあらゆるニーズに完全に応えるために最新設備を導入し、ク
オリティ向上と納期短縮を図っている。又、新しい金型形状の開発、ＣＡＤデータ変換プロ
グラムの開発などより良い金型を制作するための技術研究も行っている。
　当社はハイテク技術と共に経験豊富な技術者たちの「人力」により顧客の製品を形にする
基礎作りをサポートしている。

金型製造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社の金型は車などの大型製品から家庭用電化製品等の大小様々なパーツなど精密さを要
求される全ての顧客ニーズに応える。最新の設備と熟練した技術者、そして発想力豊かな若
手技術者たちの手によって作られる金型は世界でもトップレベルのクオリティを持ってい
る。そのため海外からも技術指導・品質管理など当社に寄せられる依頼が絶えない。

技術支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社の優れた技術力、特に経験豊かな技術者たちは海外に於ける様々な生産活動に協力し
ている。アメリカ、オーストラリア、中国、インドといった大国だけではなくベトナムなど
現在経済的成長著しいアジアの国々で技術指導を行うと共に、海外研修生も毎年受け入れて
おり各国の経済・技術発展に貢献している。

海外新機種立ち上げ技術支援
～生産準備支援（SV）～
　①現地調達金型立会い検査
　②ホームライン引き入れ後補正修正

国内新機種立ち上げ技術支援
～生産準備支援～	 	 	 	 	 ～量産金型保全、量産品、その他派遣支援～
　①工程計画、DL、型図、プログラム、検図	 ①量産金型保全整備
　②機械加工作業者、仕上げ作業者	 	 ②金型以外労働派遣
　③立会い検査、推進
　④ＬＴ後補正応援　等

3次元CAE (Auto Form)3D CAD2D CAD

門型５面加工機 門型NC加工機 竪型フライス加工機

小型NCマニシング 放電ワイヤー加工機 レーザー加工機

◇ 本社機械工場 ◇

200tonメカトラプレス 仕上げ作業場

500ton油圧トライプレス FGシミュレーション

◇ 本社仕上工場 ◇
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リバースエンジニアリング（作業工数を減らし作業効率の大幅な向上を実現）　　　　　　
　CADで加工された金型は、微調整のためエンジニ
アの手により修正が施される。そのため金型の形状
はオリジナルのCADデータと形状が一致しなくなる。
修理や金型の効率的で再生産に最適なソリュー
ションは、金型をデジタイズし、エンジニアの手
修正が入ったデータを作成することである。
手修正が加えてある金型のスペア製作破損鋼材の復
元製作、倣い加工時代の金型をデジタリング等を行
い、データとして残っていない金型部品に活用する。

バッテリー再生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電動フォークリフトのトラブルの約９割がバッテリーで、老化したバッテリーは再生する
ことが出来る。バッテリー再生のメリットは何と言ってもコストパフォーマンスの高さで、
新品バッテリーの約1/4の費用で再生することができる。

�����������  製 品 案 内  �����������
自動車ボディー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高張力鋼板　　　　　　　　　　　　　　　　成形難部品　　　　　　　　　　　　　　

JAC980YL-45/45 t=1.2 エプロン　テーラード部品
SPC-270E t=0.7/SPC-440 t=1.2

ホイールハウス　4部品共取り
JAC270F-45/45 t=0.9

JAC980YL-45/45 t=1.4

リアドアパネル

カウントトップインナー バックドア

リアテールゲートコーナーピラーセンター
ボディーインナー

フロントフロアセンター
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厚板製品　　　　　　　　　　　　　　　アルミ・小物パネル　　　　　　　　　　　　　

弱電パネル　　　　　　　　　　　　　　搬送装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検具（単品／ASSY検具）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 ナガラ　正面玄関

エキマニ ブラケット（板厚3.5mm）

コンパニオンフランジ（板厚6mm）

エアコン室外機 ガス室外機 フィンガー

樹脂+鉄骨（ローラー付き）：単品用

マフラーカバー（アルミ）
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年末卓話会・交流会
福機連北九州支部

　12月１日（火）18時から小倉北区のホテ
ルニュータガワにおいて、出席者20名（来
賓含む。）の下で、福岡県機械金属工業連
合会（福機連）北九州支部の年末卓話会・
交流会が開催されました。
　卓話会の講師には、今年の９月に赴任さ
れた日本銀行北九州支店長　福本智之氏を
お迎えし、「中国経済の実態はどうなのか」
をテーマにお話をしていただきました。
　その内容の一部を紹介します。
◆中国経済の中長期トレンド◆
・�中国の経済成長は、2009年以降の投資急
拡大後の反動と潜在成長率の低下を背景
に2007年の14％台から既に半分の7％程
度に減速し、「新常態」の下、新たな均衡
点を模索中である。

・�それでも、日本の過去と比べれば農業か
ら非農業、農村から都市への人口移動の
余地はまだ大きいこと、新興国向け輸出
競争力が高いこと、等から中高速成長を
比較的長く持続できる潜在性は高い。

・�持続的成長のためには、経済改革を通じ
た経済構造の調整が必要で、これまで
は、投資と消費のリバランスの進捗が緩
慢であり、今後リバランスを進めるプロ
セスでは成長が想定以上に減速する可能
性はある。

-経済減速の背景-
１金融危機対応のための大規模な投資拡大

（09年～11年）の反動
これに伴い、固定資産投資が減速した。
固定資産投資の伸びは、2009年のピーク
（39％）から四分の一に鈍化した。
２潜在成長率の低下
　①�製造業のうち安価な労働力に依存した

企業の競争力が低下し、輸出の伸びが
減速した。

　　�人件費の上昇と人民元レートの上昇で中
国の労働集約的産業の競争力が低下した。

　②�経済のサービス化は成長率を低下させる。
　　�経済成長率を産業別にみると、第二次

産業が大幅に減速する一方、第三次産
業が堅調である。一般的には、サービ
ス化が進むと生産性上昇ペースが鈍化
し、経済成長率が鈍化する。

　③�環境問題が深刻化し、成長を制約せざ
るを得なくなった。

　　�政府は、地方幹部の考課項目として、
GDP成長率・雇用確保に加え、環境
対応を加えた。

　④生産年齢人口がピークアウトした。
　　�15～64歳人口でみると2030年まではほ

ぼ横ばいと予想される。
-�それでも中高速の成長を比較的長く維持
できる理由は-

　①�産業高度化（農業⇒非農業）による生
産性上昇余地は引き続き大きい

　　�第一次産業就業者比率24％（2014年）
は、日本の1963年（24.4％）と同程度。

　②都市化の余地が大きい
　　�都市人口比率54.7％（2014年）は、日

本の1950年（53.4％）と同程度。
　③�生産年齢人口が経済を本格的に下押し

するのは2030年以降となる。
　④インターネット・情報関連産業が台頭
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してきている。
　但し、経済改革が順調に進展することが
条件となる。例えば、戸籍制度の制約によ
り、若い間は都市部で働く農民工が中高年
になると農村に帰る割合が高くなる。戸籍
制度改革とそれに紐付く教育・医療等のイ
ンフラ拡充が必要である。
◆短期経済情勢と中国政府の経済政策◆
・�中国経済は、地方債務改革と地方幹部の
リスク回避姿勢による財政支出の収縮を
契機とした投資減速から、下振れが続い
ていた。

・�もっとも、懸案の地方財政については、
地方債発行、PPP、融資平台向け融資の
期限延長、特別債権発行許可、開発銀行
貸出の増加など、様々な手段が打たれて
おり、支出が増えつつある。

・2015年７～９月期の経済成長率は6.9％。
　�今後、政府の景気対策の効果によって、
どこまで投資が戻るかがポイントとなる。

◆中国経済ハードランディングリスクの評価◆
・�仮にハードランディングが実現化するとす
れば、想定されるシナリオは、以下の２つ
が単独または同時に発生する場合である。

　①�過剰設備問題の深刻化、不動産価格の
大幅な下落等により、金融システムに
おける不良債権が大幅に増加、財政支
援でもこれをカバーできなくなる。

　②�資本取引自由化で海外の資金が大幅に
流入した後、大量に流出する。

・�もっとも、今後数年間にハードランディング
が顕現化するリスクは低い。財政基盤も含
め、金融システムには二重・三重の備えがさ
れているほか、不動産市場は部分的調整は
あっても、全国レベルで脆弱性が露呈するこ
とは数年はないとみられる。資本流出も、現
在の規制下では懸念するレベルにはない。

・�ただし、2020年以降は、現在住宅を購入
している主力年齢層（25～34歳人口）が
減少し始めるため、不動産需要が減少し
始める可能性がある。中国は、それまで

に過剰設備問題等での構造調整を進めて
おく必要がある。

◆中国の訪日消費の動向◆
　中国人の訪日客数（のべ）は2014年以降
急増し、年間500万人に迫る勢いである。
-今後の見通し-
・�中国人観光客は、為替レートが大幅に円
高に振れることと2012年尖閣諸島国有化
時ほどの日中関係の悪化がなければ、今
後も着実に増加していくとみられる。

・中国13億人の世帯平均年収は約100万円。
　�このうち上位10％（1.3億人）の世帯平
均年収は約600万円（西南財経大学2015
年中国家庭金融調査報告）。

・�本年の訪問者数（約５百万人）はその一
部でしかなく、今後も中国国民の着実な
収入増加を背景に増えていくとみられる。

・�今後の個人消費の大きな変化として、上
位中流層の急速な台頭がある。

　�10年後には都市部個人消費の８割以上は
年収16千米ドル以上の上位中流層・裕福
層の消費が占めると予想される。

　など、プロジェクターを使われ分かりや
すくお話いただきました。

　卓話会終了後、大川北九州市産業経済局
理事、近藤商工中金北九州支店長、秋月中
央会北九州支所長、松本福岡県機械金属工
業連合会長の出席の下、交流会を開催し、
活発な意見交換が行われ盛会のうちに終了
しました。
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北九州オンリーワン企業の挑戦
～未来に躍進する北九州を代表する企業として～

　北九州発の独創的な製品や技術、サービス
を提供する優れた中小企業を「オンリーワン
企業」として認定し、これらの企業を本市の
看板企業として、積極的に情報発信・プロ
モーションしています。

　平成27年度の第４回は、６社の企業を認定
し、これまで合計20社が認定されています。

　平成27年７月に、北九州イノベーション
ギャラリーにおいて、第４回「北九州オンリー
ワン企業」の認定式を開催し、北橋市長から
認定企業６社の代表者へ、認定証を手渡しま
した。

　今後、認定企業の販路拡大や海外展開等を
支援するため、様々な支援施策を集中的に投
入することにより、企業の成長を支援します。

●関連ホームページ：
　�http://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-
kei/10700055.html

●問い合わせ先：
　北九州市産業経済局中小企業振興課
　TEL　093-873-1433

株式会社オーネスト
工場・生産ライン等の監視制御システムを対象とした

システムインテグレーション業務

代表取締役社長　大村　　博
所在地：北九州市小倉北区馬借二丁目６-６ 第一中央ビル２階
電　話：093-512-6360
U R L：http://www.ohnest.co.jp/
【事業内容】産業系コンピューターシステム構築

特定メーカーのハードに制約されないオープンシステムの構築により、
高品質・低価格な産業系監視制御システムを提供
　従来は、大手ハードウエアメーカーが、自社の製品だけを使用し、メーカー系のSE（システムエンジニア）
が産業系監視制御システムを構築するのが一般的であった。しかし情報通信技術の革新に伴い、コンピュータ
システムのハードやユーザーニーズが多様化する中、一社のハードウエアのみでユーザーニーズを満足させる
システムを構築することは困難になってきた。
　大村社長は、この状況に強い問題意識を持ち、特定メーカーのハードに制約されないオープンシステムの構築に
より、高品質・低価格な産業系監視制御システムを提供しようとSI（システムインテグレーション）を行う当社を立
ち上げた。以来、鉄鋼や食品、そして医薬や化学業界などのプラント計装制御システムや上下水道の水処理監視シ
ステムなどに事業領域を拡大、現在、社員40名を擁する産業系SI事業を確立するなど、着実な成長を遂げている。
マルチSEの育成に一貫して取り組み、本格的産業系SI事業を確立
　顧客に満足いただける産業系SIを目指して、オーネストが最優先で取り組んできたのは人材育成である。
SI事業を行おうとすれば、例えばハード各社のDCS（分散制御システム）やPLC（制御装置）に対応できる
SE、制御盤の知識や各種プログラミング言語など多様なシステム構築技術が必要になる。オーネストは一貫
してSEの育成に尽力、創業16年を迎えた今では、大半のメーカーのハードやソフト、言語などに精通した
“マルチSE” を社内に多数抱え、本格的産業系SIとして顧客の支持を集めている。
　当社の特徴的な人材育成のツールのひとつに「スキルチェックシート」がある。これは各SEが、多種多様
なジャンルのスキルをどの程度のレベルで身に付けているかを表すもので「自分はどのスキルを伸ばすべき
か」など、仲間との比較の中で判断できるツールとして機能している。
　また、「いい品質を創りこむためには、健康でなければならない」という考えのもと、「健康管理シート」を作成し
ている。これは、全社員の仕事の負荷を総務部門がチェックし、一覧として張り出すもので、時間外が規定時間を
超える人にはイエローカードならぬ「健康指導書」が発行され、会社をあげて社員の健康管理に取り組んでいる。
全国の産業系SIのスキルとマンパワーを結集する協業組織 “JASMIN” 設立
　「日本の製造業の発展のためには、オーネストのような会社がもっと必要である」と大村社長が発案し、設立。日
本各地に点在する特徴ある産業系SIがそれぞれのスキルを相互融通することにより、より効果的・効率的にシステ
ム開発ニーズにこたえようという組織であり、現在、すでに６社が参加し、相互協力したビジネスを展開している。

＜大村博社長＞

＜マルチSEにより
多様な業務メニュー
の受注が可能＞
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株式会社極東製作所

株式会社七尾製菓

製鉄所や地熱発電所向けの耐久性の高い
オーダーメイド特殊バルブ

小麦粉焼き菓子を中心とした菓子類

代表取締役　椛山　秀樹
所在地：北九州市門司区新門司３-42
電　話：093-481-2836
U R L：http://www.kyokutov.ecnet.jp/
【事業内容】オーダーメイド特殊バルブの設計、製造、メンテナンス

代表取締役社長　原田　　緑
所在地：北九州市小倉南区葛原一丁目９-７
電　話：093-472-8770
U R L：http://www.nanaoseika.co.jp/
【事業内容】菓子製造販売（小麦粉焼き菓子、ドーナツ、ゼリー、クッキー等）

高い耐久性が要求されるオーダーメイドバルブの設計・製造を得意とする
　極東製作所は、昭和26年にバルブの修理業からスタートした。主力製品は、製鉄所向けのデスケーリング装
置用バルブと地熱発電用バルブであり、いずれも国内シェアが90％を越え、さらに顧客は世界に広がっている。
　これらは共に、過酷な環境下で使用されるバルブであり、高温・高圧などへの製品自体の高い耐久性と、
それぞれの現場の使用環境下に応じたオーダー毎の特注設計が必要になる。
　同社は、顧客の抱える問題に向き合い、そのニーズを十分に満たす製品を個別に開発・設計してくれるバ
ルブメーカーとして、エンドユーザーをはじめエンジニアリング会社やポンプメーカーなど、多くの顧客か
ら高い支持を得ている。
高圧と高頻度開閉に対する耐久性が問われる製鉄所デスケーリング装置用バルブ
　デスケーリング装置は、スラブと呼ばれる高温に熱せられた鋼片を、圧延装置で一定の薄さの鋼板に引き
延ばす圧延工程において使用される。圧延後に鋼板の表面にスケールと呼ばれる酸化膜が形成されるが、こ
の酸化膜を除去するために高圧水を鋼板の表面に吹き付ける装置で、１日に数千回という極めて高い頻度で
のバルブの開閉が必要になる。極東製作所は、この高圧、高頻度開閉という過酷な使用条件に耐えうるバル
ブを製作するにあたり、オリジナルの同芯型噴射弁を開発、また、パッキンメーカーとタイアップし特殊
パッキンを開発する等、顧客の要望にひとつひとつ丁寧に対応し、課題を解決している。
高温とシリカなどの付着に耐えうる耐久性が問われる地熱発電用バルブ
　同社は、我が国に地熱発電が導入され始めた初期の段階から五十数年にわたり、口元装置用のバルブと関連
部品、掘削リグ用や地上配管用などの各種バルブの開発と製造を行ってきた。地熱発電用バルブは、高温か
つ、地下から噴出するシリカや硫化水素などにさらされる過酷な環境下での作動が要求されるわけであるが、
極東製作所は耐摩耗性や耐腐食性が高い高耐久バルブの開発に成功し、この市場でも高い支持を集めている。
インドネシアやケニアなど世界市場への展開
　同社は、海外市場への特殊バルブの展開をにらみ、アメリカの石油掘削・製造に関する規格であるＡＰＩ規格
※（6A,6D）の認証を取得している。このうち、現在国内でＡＰＩ（6A）規格を取得しているのは、地熱用バ
ルブの分野では２社のみである。石油用の規格でありながら地熱発電用の製品にも準拠され、海外では、ＡＰＩ
規格の取得が入札の条件とされている。この認証取得を機に海外への営業展開に注力し、現在では地熱発電が
盛んなインドネシアやケニアなどに納入を続けており、ここでも、特注対応の設計力に高い評価を得ている。
※API：American Petroleum Institute.アメリカ石油協会

北九州の地から全国に美味しい安全なお菓子をお届けする
　七尾製菓は、昭和32年にせんべい製造業として創業した。昭和37年には現在も看板商品の一つであるロー
ル状に焼き上げた生地にクリームを入れた「フレンチパピロ」を発売、また昭和53年にはもう一つの看板商
品である落花生入りの焼き菓子「太鼓せんべい」の発売を開始した。これら商品はいまなお売り上げが伸び
ており、美味しい安全なお菓子として全国の消費者や量販店のバイヤーから支持され続けている。
　平成19年には、日本経済新聞が「小麦粉焼き菓子生産日本一」、平成23年にはTVQ九州放送が「小麦粉焼
き菓子を月1億枚焼く日本一の企業」として取り上げるなど、自他ともに認める小麦粉焼き菓子生産日本一の
企業である。
美味しい安全なお菓子づくりへのこだわり
　七尾製菓のお菓子がなぜこれほどまでに評価されるのか。「美味しく安全に食べていただきたい、その一念
でただただ誠実に菓子作りに取り組んできたことしかありません」とは原田社長の言葉である。
　「誠実な菓子作り」それを裏付ける一つは、七尾製菓ならではの「製品にかけるこだわり」である。「太鼓せ
んべい」を例にとると、まずは原料へのこだわりがある。卵は鮮度を守るため、地元福岡県産を主に、日に
3度に分けて調達、落花生は製品に合わせて産地や品種を厳選し、自社で程よい状態に焙煎して、生地に加え
ている。焼成工程では、熟練した職人が焼きあがったせんべいの耳（焼成時に金型からはみ出した部分）を
はさみで切り落とす仕上げを一枚一枚行っている。こうした丁寧な手作業が、温かみのある美味しい製品を
生んでいる源泉であることは間違いないだろう。さらには、「出来立ての味を届けたい」と、日本一の生産量
を誇る工場でありながら、これらは受注生産である。ほとんどの製品において在庫レスで生産が進み、工場
には出荷用のトラックが横づけしている。
70歳現役、障害者雇用率4.5%に代表される社員を大切にする経営
　「家庭的雰囲気を大切にしたい、社員が働き甲斐を感じる会社でありたい」とは原田社長の会社経営にあたっ
ての基本的考え方である。
　福岡県発行の「労働ふくおか」では、「定年後も73歳まで働ける制度を導入、高齢者がいきいきと活躍して
いる企業」として紹介され、若手と高齢者が上手にかみ合い、会社の一体感を醸成、高齢者が活躍するモデル
的な職場として絶賛されている。また、障害者に働きやすい職場環境と業務内容を提供し、積極的に社員とし
て雇用。厚生労働省が定めた障害者雇用率2％という基準を大きく超える4.56％を実現し、（独）高齢・障害・
求職者雇用支援機構から理事長表彰を授与された。
　長い間支持され続ける製品の根本には「社員を大切にする経営」がある。

＜椛山秀樹社長＞

＜原田緑社長＞

＜地熱用バルブ＞

＜太鼓せんべいと
フレンチパピロ＞
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株式会社西原商事

環境テクノス株式会社

廃棄物情報管理システム「bee-net」
～廃棄物処理の透明化～

環境分析における “ものさし”
（溶出試験用土壌標準物質）の製造

代表取締役　西原　孝思
所在地：北九州市八幡西区陣原二丁目２－21
電　話：093-641-2055
U R L：http://www.nishihara-corp.jp/nishihara/
【事業内容】廃棄物処理コンサルティング、資源買取、国際開発等

代表取締役社長　鶴田　　直
所在地：北九州市戸畑区中原新町２-４
電　話：093-883-0150
U R L：http://www.kan-tec.co.jp/
【事業内容】環境コンサルタント、測定・分析等

北九州で培った廃棄物処理技術でアジアの環境問題の解決に貢献する
　西原商事は、昭和47年に古紙問屋として創業。以来、廃棄物の収集運搬、処理、リサイクルなどへ事業を拡
大、廃棄物関連の総合企業として発展してきた。
　北九州で培った廃棄物管理やリサイクルの技術を、中国やインド、モンゴルやカザフスタン、そしてインド
ネシアなどアジアを中心に世界各国に広め、新興国の環境問題の解決に挑戦している。
　例えば、インドネシア・スラバヤ市では、ごみの最終処分場において、非衛生的な環境で資源を拾い集め、
生計を立てる人々が１万人規模で存在している。その現状を解決するため、中間処理施設を設置し、現地の人々
を雇用。衛生的な職場を提供するとともに効率的なリサイクル作業でごみの減量に貢献している。
廃棄物収集運搬・処理事業で培ったノウハウを核に、排出事業者の廃棄物管理を代行する
廃棄物情報管理サービス『bee－net』を開発
　当社が、グループ会社のビートルマネジメントを通じ事業化したのが、スーパーマーケットなどの排出事
業者の廃棄物管理を、情報システムを活用しトータルにサポートするサービスである。自社開発の廃棄物情
報管理システム “bee-net” を活用し、排出事業者の店舗ごとの廃棄物の排出から運搬、そして処理までの情
報をクラウド上で管理することで、顧客の法令順守をサポートするだけでなく、廃棄物処理に係る経費の削
減に貢献している。具体的には、廃棄物の管理に要する多大な工数を “bee-net” により代行することで、顧
客の業務の効率化を実現、また、専門ノウハウを駆使した廃棄物の品目ごとの正確な計量、リサイクルによ
るごみ自体の減量などを実現している。
　平成22年にこの事業を開始して以来、年々顧客が拡大、平成26年には “bee-net” を活用する排出事業者は
全国で3,654店舗に達した。競争相手も参入する中、同社が顧客を拡大し続けているのは、廃棄物の収集運搬、
処理に関するノウハウによる質の高いサービスの提供とともに、“bee-net” のフレキシビリティの高さによるとこ
ろも大きい。同社は、顧客サポートのために社内に専門SEを5名抱え、排出事業者の廃棄物実態や運用ニーズに
合わせ、スピーディにシステムをカスタマイズし提供できる体制を確立し、顧客の高い評価を得ている。
広く社会で期待され、信頼される企業を目指す、“BEETLE” のロゴマーク
　西原商事のロゴマークは、パープルブルーに“BEETLE”の文字。当社は創業当初から「ごみを運んでいるが、
夢も運んでいる」と広く社会で期待され、信頼される企業になることを目指してきた。「整備された車と質の高
いドライバーが誇りです」と言い切る西原専務。今後も、CPF事業（石炭代替品リサイクル事業）や、食品リ
サイクル事業等を通じて地域に貢献し、広く社会で期待され信頼される企業を目指している。

環境分野で地域社会に貢献する環境総合コンサルタント会社
　環境テクノスは、公害問題が社会を騒がせていた昭和48年に創業、環境分析を手掛ける公害研究所としてス
タートした。以来、各種環境アセスメントや生態系調査、作業環境測定や、環境設備の設計・施工・管理など
へ事業を展開、環境総合コンサルタント会社として事業領域を拡大してきた企業である。最近では、放射能、
PM2.5などに関する技術開発、大学と連携した竹やプラスチック廃棄物の循環システムの研究など、世の中の
ニーズに合わせて、産学官連携しながら事業展開を図っている。また、上海や大連に合弁会社を設立し、大き
な環境問題を抱える中国に環境ビジネスを拡大、中国へ進出した日系企業の環境問題にも対応している。
　同社の会長である鶴田暁氏は、北九州環境ビジネス推進会（KICS）の代表幹事等北九州市の環境関連産業
の発展を側面からサポートし、さらに九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）の会長として、九
州全域における環境関連産業の発展にも貢献する等、環境分野において高い信頼を得ている。
自社の問題意識から生まれた日本初の「溶出試験用土壌標準物質」
　同社の卓越した技術力を垣間見ることができるものが日本初の「溶出試験用土壌標準物質」の開発である。“重さ”
を測る基準分銅のように、環境分析においても、分析対象物質の含有量が明確でその値が保証された「環境標準物
質」が必要になるが、以前は土壌の溶出試験用の組成型標準物質は存在していなかった。土壌の溶出試験方法は、
工程が長く複雑である。『ものさし』となるものが無い中で土壌の溶出試験を行うと、分析値がばらつき、その原因
が分析者自体にあるのか分析機械・工程にあるのかの確認もできない状態になる。そこで同社は、「分析精度を高め、
顧客に提供するデータの信頼性を高めよう」と、自ら標準物質の製造に取り組んだ。この標準物質は、自然界の土
壌を採取し、これに特定の金属溶液を添加することにより、必要な濃度の標準物質を作製しようというものである。
だが単に金属溶液を入れ撹拌するだけでは、標準物質としての品質をクリアできない。同社は試行錯誤のうえ、均
一な試料を作成する製法を開発、見事日本初の溶出試験用土壌標準物質の開発に成功した。その信頼性が評価さ
れ、公的機関からの委託・共同開発のもと、ダイオキシン、農薬、放射能など様々な標準物質を作成・提供している。
人材育成が同社の技術力を支える
　環境コンサルタント事業は、人材力が問われる事業であり、同社は創業以来、人材育成に熱心に取り組んで
きた。現在では、博士1名、技術士7名の他、環境計量士や環境カウンセラー、ビオトープ施工管理士などの
資格を持った人材が多数在籍している。例えば難易度の高い技術士試験の受験にあたっては、社内研修会を開
催、面接や論文試験などへの対応力を磨く機会を社員に提供するなど、会社をあげて社員の資格取得をサポー
トしている。こうした技術の研鑽に励む社風が、日本初の溶出試験用土壌標準物質の創出や顧客の高い信頼の
源になっていることは想像に難くない。

＜西原靖博専務＞

＜鶴田直社長＞

＜磨き上げられた
廃棄物運搬車＞

＜溶出試験用土壌
標準物質＞
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九州鉄道機器製造株式会社
鉄道向け分岐器及びレール等の加工・溶接技術

代表取締役社長　大野　浩司
所在地：北九州市門司区下二十町２-30
電　話：093-381-1731
U R L：http://www.kyutetsu.com/
【事業内容】鉄道用分岐器、レール溶接、トンネル用支保工の製造販売、道路照明橙の販売等

分岐器や継ぎ目板の製造からレールの溶接工事まで鉄道の安全を足元から支える
　九州鉄道機器製造は大正10年の創業以来、列車の進行方向を変える分岐器やレールとレールをつなぐ役割の継
目板などの製造販売から、夜間のレール溶接工事などの保守サービスまで行う、「鉄道の安全を足元から支える会
社」として高い信頼を得てきた。阪神淡路、東日本大震災では、「緊急対応が我が社の使命」と捉え、社員全員が協
力して緊急保安部品の製造納入を行い、鉄道会社から、鉄道復旧への貢献に対し感謝状が授与された。
　また同社は、トンネル掘削を支える支保工、道路照明設備から屋内照明設備、また冬場に街を彩るイルミ
ネーションの分野にも進出、広く社会の基盤を支える企業に発展してきている。
線路の安全をリードするオンリーワン技術
　同社は、技術を大切に磨き続けて今日を築いてきた。その技術力の高さを示すのが、同社にしかないオン
リーワン技術である。一つは、特許を保有する「レール溶射肉盛装置」である。この装置は、レールに発生
する空転キズやヘコミの補修用として、鉄道総合技術研究所と共同開発したもので、重度のキズであっても
レール交換を要さない修復作業を実現し、作業の大幅な時間短縮に貢献している。
　二つ目は、同じく特許を保有する「レール溶接部後熱処理装置」である。この装置は、主に在来線に使われ
ている硬頭レールの溶接時に軟化した部分を再加熱し、レールの硬度を増し摩耗を防ぐために用いられるも
ので、全国の鉄道工事会社のみならず、海外でも使用され、鉄道の安全を守る重要な装置になっている。
　三つ目は同社の社名が冠に付いた「九鉄式フックボルト」である。橋梁上などで列車の振動により仮にナッ
トが外れても、ボルトの落下が招く事故を防ぐことができる構造で、主に西日本で広く使われている。
社員の誇りとやりがい、自律と成長を促す人を大切にする経営
　「我が社は、人の命に直結する製品やサービスを扱っており、社員の前向きで誠実な気持ちがあって初めて成り立
つ事業です」と大野社長は言う。またさらに「我が社には、優秀な職人気質の技術者が多い」と胸を張る。高い精度
が要求される分岐器のレールを製作するために刃物から自身で作り上げる若手社員がいるほか、夜間の限られた時間
内に行うレール溶接工事においても熟練の技が必要であり、ここでも永年培ってきた技術、技能が伝承されている。
　また、同社では毎年、創立記念日に社員や協力業者の家族を招待し、工場見学会を開催している。日頃見学
できない製造工程を見ることで会社に興味を持ってもらうとともに、家庭でのコミュニケーションや家族の
絆に繋げている。
　創立100周年を間近に控え、大野社長は、「これからも社員が誇りとやりがい、希望を持てる会社であり続
けたい」と熱く語っている。

＜大野浩司社長＞

＜鉄道用分岐器＞

これまでの認定企業

【第１回】（2009年）
● 有限会社小倉クリエーション【小倉織を使った製品の開発、製造、販売】　
● 株式会社タック技研工業【切削用モータ・ユニット品の開発、製造、販売】　
● 株式会社マツシマメジャテック【マイクロ波レベル計の製造、販売】

【第２回】（2011年）
● アジア技研株式会社【スタッド溶接ロボット】
● 計測検査株式会社【移動体トンネル計測新システムＭＩＭＭ［ミーム］】
● 熱産ヒート株式会社【①溶接歪取用高周波誘導加熱装置 ②局部予熱・後熱用高周波誘導加熱電源】
● 株式会社村上精機工作所【ユーラスバイブレータ】
● 株式会社陽和【３種の複合技術（成形・切削・溶着）を用いてお客様の問題を解決する提案型高機能フッ素樹脂製品】

【第３回】（2013年）
● 桑原電工株式会社【電動機・発電機の材料調達から製作、修理までの一貫したトータルソリューション提供】
● シャボン玉石けん株式会社【無添加石けんの製造】
● 宝石・めがねのヨシダ【めがね、時計、補聴器、宝石の販売に関するおもてなしサービス】
● 株式会社シノハラ製作所【スライド式ソファベッド】
● 楽しい株式会社【北九州エコタウン発　廃棄物とバイオマスの新資源化システム】
● 有限会社ふく太郎本部【ふぐ業界初のＨＡＣＣＰ（※）認定工場　（※）一般社団法人 大日本水産会認定】

昨年、北九州イノベーションギャラリーで開催した
「北九州オンリーワン企業展」

現在、YouTubeチャンネルで第４回認定企業の紹介動画を公開中です。
ぜひ、ご覧ください。
◎ご覧になるには・・・
　YouTubeのトップページ（https://www.youtube.com/）のフリーワード検索で
「北九州市中小企業振興課」を入力し、検索してください。
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大学等の新卒採用なら  
キタキュー就職ナビ（ 北九州地元企業向け新卒採用応援サイト）

大学生などを対象に、インターネットを利用して、北九州地域の地元企業を紹介する「学生向

け就職情報サイト」です。企業の知名度向上、営業ＰＲツールとしてご利用ください。

また、新卒学生の採用情報が掲載でき、それに興味を持った学生からコンタクトを受けること

ができます。求人募集できる雇用形態は、正社員のみとなります。

企業等 北九州市及び、隣接市町に勤務地を持つ求人企業・事業者

求職者 大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校を卒業予定の学生

概ね４０歳までの若年者を求めるなら

若者ワークプラザ北九州

概ね 歳までの若年求職者の就業を支援している施設です。

カウンセリングや就職に関する情報提供、スキルアップを図るためのセミナーの開催、ミス

マッチの少ない職業紹介など、民間事業者のノウハウ等を活用したワンストップのサービス提

供を行っています。求人募集できる雇用形態は、正社員（常用雇用）や契約社員、パート、ア

ルバイトなどとなります。また、求人開拓員が企業の皆様のもとへ訪問し、若者向けの求人の開拓

も行っています。

企業等 北九州市及び、隣接市町に勤務地を持つ求人企業・事業者

求職者 正社員、契約社員・パート・アルバイトなどをお探しの方

即戦力人材をお探しなら

Ｕ･Ｉターン促進事業

 
全国のＵターン・Ｉターン就職希望者と、即戦力人材の確保を目指す市内企業とを結び付け

るため職業紹介を実施しています。ホームページより求人情報を登録すると、Ｕ・Ｉターン就

職希望者に関する情報検索、面接案内の送付や、求職者からの面接エントリーの受付などを行

うことができます。求人募集できる雇用形態は、正社員（常用雇用）のみとなります。

企業等 北九州市内に事業所を有する（設置が決定している）企業

求職者 現在、北九州市通勤圏外に居住する人（学生を除く）

北九州市の就職支援事業で、求人受付中です！
人 材 確 保 に 是 非 ご 活 用 く だ さ い 。

利用

無料

 利用

対象

 利用

対象

 利用

対象

キキタキュー就職 検 索

北九州市産業経済局雇用政策課 ：０９３－５８２－２４１９お問い合わせ
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「北九州市ワーク・ライフ・バランス推進キャンペーン」を実施しました

株式会社 スターフライヤー 航空・運輸 小倉南区空港北町 従業員数： 人（うち女性 人）

トップと社員とのダイレクトコミュニケーションにより“働く安心感”を創出
社長就任と同時に社長室を廃止。今年度は社長デスクを１ヶ月ごとに各部署に移動させて、社員と直接対話できる職場環境

を創出。また、育児休業から復帰した社員とのランチ会「ワーキングマザーミーティング」に社長自らが参加し、両立の悩み
の声に耳を傾けるとともに、打開策を検討。客室乗務員（CA）業務は宿泊を伴うため、子育てとの両立が難しかったが、「CA
としてのキャリアを継続したい」との要望をもとに、宿泊しなくても CA 勤務を続けられる新制度を作るなど、働く安心感が
広がりつつある。風土改革の効果は女性だけにとどまらず、男性パイロットの育児休業取得者も徐々に進んでいる。全社的に
制度と風土の両輪がうまく回り始めており、社員満足度も改善が図られている。 

三菱化学 株式会社 黒崎事業所 総合化学 八幡西区黒崎城石 従業員数： 人（うち女性 人）

会社の“ありたい姿”“あるべき姿”を目指し、トップの想いを現場が実践
早くから本社トップが、女性活躍及びダイバーシティ推進を宣言し、それを具体的に現場に落とし込むため、黒崎事業所と

して独自の取組みを展開。様々な部署の女性社員で構成される「KAITEKI ワーク・ライフ分科会」を立ち上げ、社内サイトの
運営、研修会・講演会の開催、社内広報誌「ひまわり通信」の発行等を実施。また意識改革だけでなく、分科会で社員アンケ
ートやヒアリングを行い、その結果をもとに、会社に女性活躍や次世代育成に関する提言を行った。現在、提言内容への取組
みのため、ダイバーシティ推進部門を置き、各施策を推進中。また、「女性活躍」という枠組みを超え、「ダイバーシティ推進」
として、分科会メンバーに男性社員を加え、鋭意、活動を継続している。 

株式会社 ウキシロケアセンター 介護福祉事業 戸畑区牧山 従業員数： 人（うち女性 人）

ＷＬＢプロジェクトチームを立ち上げ、トップメッセージを社内に浸透し組織風土を統一
統括マネージャーと現場の女性リーダーで構成されるワーク・ライフ・バランスプロジェクトチームを立ち上げ、「将来に

夢を持てる企業を創る」ことを目的に、ワーク・ライフ・バランスの取組みを強化。トップメッセージとして「ワーク・ラ
イフ・バランス推進方針」を策定し、各事業所の管理職を中心に勉強会を実施することで社内への浸透を図った。また、現
場の意見や現状を把握するため、社員アンケートを実施するなど、ボトムアップの仕組みづくりを構築。一つの事業所の成
功事例を他の事業所でも共有することで、全事業所の意識・風土が統一された。また、子育て社員の両立支援として子連れ
出勤を認めるなど、きめ細かな対応も実施。女性管理職の増加、離職率の減少などにつながっている。 

梯（かけはし） 輝元（てるもと） さん 不動産業

モノづくりのまちを担う次世代のライフとキャリアを応援する商店街のイクボス
小倉北区の魚町商店街で、50 年にわたって不動産業を経営。自社ビルをリノベーションし、ワーキングマザーや若手起業家

が出店しやすいような工夫をすることで、空きビル化が進んでいた施設にテナントが進出し、まちの活性化を創出。また、授
乳室などの子育て施設を併設することで子育て支援にもつながっている。社内では、出産を理由にデザイン会社を退職したワ
ーキングマザーを採用し、勤務時間に配慮しながらも、前職のスキルや子育て経験を活かせる業務を割り当て、キャリア形成
を応援している。

北九州市ワーク・ライフ・バランス推進協議会と北九州市では、１１月を「北九州
市ワーク・ライフ・バランス推進月間」として、ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）の意義や必要性を広く市民や市内事業所等に理解していただくため、「み
んなでつくろう！ワーク・ライフ・バランスのまち」をテーマにキャンペーンを実施
しました。

今年度は、イクメンとして仕事も子育ても楽しむ俳優・つるの剛士さんのトークラ
イブイベントと上記「北九州市ワーク・ライフ・バランス表彰式」の同時開催や、市
内飲食店等と提携した「ＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）割」など新しい要素も
加えた様々なイベントでＰＲ活動を行いました。

第９回「北九州市ワーク・ライフ・バランス表彰」受賞者決定！！

【問合せ先】北九州市総務企画局女性活躍推進課 ℡
はじめよう！ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ ｈｔｔｐ： ｌ （北九州市ﾜｰｸﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進協議会）

企業・団体部門

企業・団体部門

少子高齢社会において、子育てしやすく、男女がともに働く喜びを感じること

ができる社会の実現は、企業、働く人、市民、行政が協働で取り組むべき重要

な課題です。そこで、子育て支援や男女がともに働きやすい環境づくりなど、ワ

ーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進に取り組む企業・団体・個人

を表彰し、その取組内容を広く市内企業や市民の皆さまに紹介します。

この度、平成２７年度、第９回の表彰企業等を下記のとおり決定し、去る１１

月１日市民の皆さまが多く訪れるチャチャタウン小倉にて表彰式を行いました。

奨 励 賞

個人部門

市 長 賞
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四宮 佑次  時の肖像＃01

表表紙

四宮 佑次  風に吹かれて#01

裏表紙

　プロフィール
　四宮　佑次 氏　（写真  美術家）日本写真家協会会員、日本広告写真家協会会員
1949年　　福岡県生まれ
1972年　　日本大学芸術学部写真学科卒
1983年　　イルフォード（イギリス）作品選出
1984年　　ジナー社（スイス）カレンダーに作品選出
1988年　　四宮佑次写真展（イタリア光と影）銀座フジフォトサロン
1999~2015年　JAPAN&USA EXCHANGE ART SHOW
1999~2011年　日韓展
2005年　　ノルウエー日本文化プロジェクト選出
2007年　　ドイツライプチヒJAPANフェスティバル（おはよう日本）選出
2014 年　　（丘の上の玉手箱）北九州市立美術館フランクステラのドキュメント写真
2015年　　四宮佑次写真展　（風に吹かれて）　直方谷尾美術館
─────────────────  著　書  ─────────────────
1991年　　（器と料理）共著　同朋社出版
1992年　　FORTEENTH RED（十四代柿右衛門）ゼネラルアサヒ
1993年　　赤い道（画家　乗田貞勝の世界）ゼネラルアサヒ
2006年　　（山頭火を行く）ランダムハウス講談社
2009年　　（森正洋の全仕事）ランダムハウス講談社
2013年　　（京都名建築で食べ歩き）宝島社

etc.

　この世に存在する全てのものは朽ち果てる。
朽ちて行く中に素晴らしいディテールを形作
る。今回、掲載の『時の肖像#01』は「時の肖
像シリーズ」の中の1点で、古い鉄の門扉の一
部分を切り取った物で、錆やペンキの刷毛目
が美しく、心に響いた。何時も思うのだが「美
と醜は表裏一体」である。こういう事象、現象
を探し観察すると美しく、おもしろいものが
現れる。写真だから「写実」しかし表現はアブ
ストラクト「抽象」である。友人の画家はアブ
ストラクトリアリティーと称した。

　私は常にカメラを提げている。何時いかなる
時に心に響く現象に遭遇するかもしれない、
「一期一会」である。こう言う意識で歩いてい
る。今回の『風に吹かれて#01』は小雨の平尾
台を撮影したく、そこを散策した。思った通り
の光景に遭遇した。何時も「何かないかな」と
言う意識で事象、現象を見ている。自身の行動
と意識、事象の変化、この三位一体が私の作
品の根底に或る。「風に吹かれてシリーズ」は自
身の「心象風景」である。
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北　中　連　日　誌 平成27年９月～12月

年月日 行　　事　　名 場　　　所

　27.  9. 2	 福岡県中小企業団体中央会 正副会長会	 福岡市博多区	 中小企業振興センター

　　  9. 8	 市商連 役員会	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館

　　  9.15	 福岡県中小企業団体中央会 理事会	 福岡市博多区	 中小企業振興センター

　　  9.18	 第1回北九州マイスター検討会	 小倉北区	 北九州市庁舎

　　  9.28	 北九州エコポイント検討会	 〃	 　　〃

　　  9.29	 北中連　正副会長会・理事会	 〃	 北九州市立商工貿易会館

　　 10. 1	 市商連 役員販促合同会議	 〃	 　　〃

　　 10.13	 安全・安心まちづくり市民大会	 八幡西区	 黒崎ひびしんホール

　　 10.14	 モノづくりフェア 2015 開会式	 福岡市博多区	 マリンメッセ福岡

	 第4回アートタウン創造セミナー	 戸畑区	 ウェルとばた

　　 10.16	 小倉高等技術専門校 運営協議会	 小倉南区	 小倉高等技術専門校 

　　 10.17	 東京ガールズコレクション KITAKYUSHU 2015	 小倉北区	 西日本総合展示場新館

　　 10.22	 第15回産学連携フェア（講演会「TOTO　喜多村円社長」）	 若松区	 北九州学術研究都市会議場

　　 10.24	 ブンガク最前線 開会式	 〃	 北九州市立文学館

　　 10.26	 マイスター選考 現地調査	 	 北九州市内

　　 10.27	 戸畑高等技術専門校 運営協議会	 戸畑区	 戸畑高等技術専門校

　　 10.30	 公明党議員団との意見交換会	 小倉北区	 北九州国際会議場

　　 11. 2	 地元企業の魅力発信等に関する意見交換会	 〃	 北九州市立商工貿易会館

   11. 4～5	 福機連北九州支部 先進企業視察	 愛知県 	 ㈱ケーエスディー、㈱ナガラ

　　 11. 9	 福岡ものづくりシンポジウム 2015	 福岡市博多区	 博多サンヒルズホテル

　　 11.13	 北九州チャンピオンズカップ車椅子バスケットボール大会開会式	 八幡東区	 北九州市立総合体育館

　　  	 まち・ひと・しごと創生推進協議会　定住・移住推進部会	 小倉北区	 ホテルニュータガワ

　　 11.20	 第67回中小企業団体全国大会	 沖縄県	 沖縄コンベンションセンター

　　 11.24	 北九州市立大学大学院マネジメント研究科アドバイザリー委員会	 小倉南区	 北九州市立大学

	 市商連　講演会（平成27年度 商店街レベルアップ講習会）	 小倉北区	 リーガロイヤルホテル小倉

　　 11.25	 北九州市に対する 28年度要望書の提出	 〃	 市庁舎

	 北金会 講演会・懇親会	 〃	 ステーションホテル小倉

　　 11.26	 北中連 監査会	 〃	 北中連事務所

　　 11.27	 第24回暴力追放福岡県民大会	 〃	 北九州芸術劇場大ホール

　　 12. 1	 福岡県に対する 28年度要望書の提出	 福岡市博多区	 福岡県庁

　　  	 福機連北九州支部 年末卓話会	 小倉北区	 ホテルニュータガワ

　　 12.15	 北中連 理事会	 〃	 稚加榮 小倉店

　　 12.19	 マイスター表彰式	 〃	 ステーションホテル小倉

　　 12.21	 まち・ひと・しごと創生推進協議会	 〃	 クラウンパレス小倉
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27年度　北 中 連 役 員 名 簿
（一社）北九州中小企業団体連合会

No. 役職名 氏　名 組　合　名

1 会　長 自　見　榮　祐 響工業団地（協）

2 副会長 池　田　幹　友 北九州塗装（協）

3 〃 大　坪　常三郎 （協）一乗

4 〃 安心院　武　彦 小倉機器工業（協）

5 〃 松　本　和　朗 北九州工業団地（協）

6 〃 梯　　　輝　元 魚町商店街（振）

7 常任理事 富　澤　善　和 新日本設備工業（協）

8 〃 岩　男　平八郎 萩原・青山商店街（協）

9 〃 村　山　克　彦 小倉鉄工団地（協）

10 〃 福　山　征　也 中間市建設（協）

11 〃 宮　﨑　敏　久 戸畑中本町商店街（協）

12 理　事 原　田　健　次 北九州遠賀葬祭業（協）

13 〃 白　石　春　利 （協）テクノタウン戸畑

14 〃 岡　住　　　奏 （協）安協会

15 〃 川　田　　　至 北九州市防水工事業（協）

16 〃 永　瀬　信　親 小倉電気工事業（協）

17 〃 大　江　宏　成 新門司工業団地（協）

18 〃 髙　木　壽　則 天神商店街（振）

19 〃 竹　原　健　次 戸畑貨物センター（協）

20 〃 樋　口　和　宏 八幡電気工事業（協）

1 監　事 杉　岡　密　雄 小倉駅前商店街（協）

2 〃 山　岡　義　昭 東小倉工業団地（協）

3 〃 井　上　　　弘 小倉中央銀座商店街（協）

平成27年５月20日
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１号会員
№ 組合の名称 〒 組合の所在地 TEL

1 北九州スポーツ用品(協) 809-0036 中間市長津1-12-3　堀田スポーツ内 245-0246

2 新門司工業団地(協) 800-0115 門司区新門司3丁目67-60　　　　　　　 483-1111

3 (協)大里商店連合会 800-0025 門司区柳町1丁目2-11 381-4127

4 東門司商店街（協) 801-0873 門司区東門司1丁目12-31 332-7277

5 (協)一 乗 803-0801 小倉北区西港町61-14 591-4100

6 魚町一丁目商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町1丁目1-15-3F 551-4828

7 魚町サンロード商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町3丁目3-20 531-0331

8 魚町商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町3丁目1-15 521-6801

9 北九州広域生コンクリート(協) 802-0001 小倉北区浅野2丁目6-16　マルサンビル2Ｆ 511-6699

10 北九州市防水工事業(協) 802-0082 小倉北区古船場町4-17　近藤ビル２Ｆ 531-4607

11 北九州中小商工業者(協) 802-0065 小倉北区三萩野2丁目3-5　民商会館内 921-6981

12 北九州ビルメンテナンス(協) 802-0081 小倉北区紺屋町4-6 北九州ビル 531-3288

13 北九州ファッション産業開発(協) 802-0004 小倉北区鍛治町2-2-11　ＮＲＣＣ 511-1800

14 黄金商店街(協) 802-0071 小倉北区黄金１丁目1-23 2F 941-9182

15 小倉魚町二番街(協) 802-0002 小倉北区京町2-7-18　ＩＳビル3Ｆ 522-0148

16 小倉駅前商店街(協) 802-0002 小倉北区京町2-7-18　ＩＳビル3Ｆ 522-0148

17 小倉機器工業(協) 802-0011 小倉北区重住3丁目4-25　㈱九州発条内 931-0484

18 小倉タクシー事業(協) 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 591-0630

19 小倉中央銀座商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町1丁目2-5 531-6785

20 小倉電気工事業(協) 802-0026 小倉北区大畠1丁目7-15 521-3203

21 戸畑貨物センター (協) 803-0801 小倉北区西港町92-6 571-4337

22 (協)日専連北九州 802-0005 小倉北区堺町1丁目6番15号　日専連ビル9Ｆ 521-7550

23 毎日新聞西部販売店(協) 802-8651 小倉北区紺屋町13-1 541-3274

24 (協)北九州イベントスタッフ協会 800-0241 小倉南区長野本町3丁目10番1号 474-1099

25 北九州エルピーガス事業(協) 802-0978 小倉南区蒲生1-1-26-3F LPガス会館内 962-6803

26 北九州工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根8-39 471-7159

27 キック(協) 800-0221 小倉南区下曽根新町13-1 ㈱リードヘルスケア内 473-0355

28 小倉鉄工団地(協) 803-0185 小倉南区石原町175番地 451-0150

29 新日本設備工業(協) 803-0185 小倉南区大字石原町　小倉鉄工団地内 日田建工㈱内 452-3835

30 東小倉工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根3-7 473-4010

31 北九州運輸(協) 805-0061 八幡東区西本町1丁目3-18 671-1991

32 九築工業(協) 805-0017 八幡東区山王1丁目9-10　経理課 671-1635

33 共栄開発(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目24-5 ㈱芳賀内 671-1316

34 玉栄茶業(協) 806-0021 八幡西区黒崎5丁目5-22　㈱大黒屋内 645-5588

35 ジェーイーシー (協) 805-0019 八幡東区中央3丁目2-20　エルゼ内 681-1233

会　員　名　簿
（Ｈ28. １. １現在）
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№ 組合の名称 〒 組合の所在地 TEL

36 八幡祇園町銀天街(協) 805-0067 八幡東区祇園2丁目7-5 671-3758

37 八幡中央区商店街(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目16-10 671-4340

38 八幡電気工事業(協) 805-0061 八幡東区西本町1-11-3 北鐡ビル2Ｆ　 681-7572

39 (協)吉川グループ 805-0059 八幡東区尾倉2丁目1-2　吉川工業㈱内 671-8626

40 (協)安協会 806-0011 八幡西区紅梅3丁目1-21 631-3711

41 (協)折尾商連 807-0825 八幡西区折尾3丁目1-32 691-1462

42 (協)北九州トヨタグループ 806-0041 八幡西区皇后崎町14-6 642-2111

43 黒崎駅前新天街(協) 806-0021 八幡西区黒崎2丁目7-16

44 三ヶ森商店街(振) 807-0843 八幡西区三ヶ森3丁目10-18 612-2261

45 西部興産グループ事業(協) 806-0064 八幡西区割子川1丁目17-32 613-1115

46 萩原・青山商店街(協) 806-0059 八幡西区萩原1丁目7-10 621-5416

47 九州ツバメ石油(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸4-48 871-1330

48 (協)くすりの九友会 804-0091 戸畑区三六町14-12 871-0661

49 清掃美化(協) 804-0021 戸畑区一枝3丁目6-12 883-1552

50 (協)テクノタウン戸畑 804-0077 戸畑区牧山海岸2-26 871-2738

51 天神商店街(振) 804-0094 戸畑区天神2丁目9-8 882-8488

52 戸畑新工業団地(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸3番10号 861-1170

53 戸畑中本町商店街(協) 804-0061 戸畑区中本町3-10　中本町ビル 881-5473

54 西日本砂、砂利採取販売(協) 804-0075 戸畑区北鳥旗町2-15　ＫＳＫビル 871-2701

55 北九州遠賀葬祭業(協) 808-0024 若松区浜町2丁目3-28　㈱光善社内 761-2559

56 北九州塗装(協) 808-0109 若松区南二島2丁目17-18 701-2300

57 北九洲包装函(協) 808-0021 若松区響町1丁目88-11 山本段ボール㈱内 751-0200

58 鶴丸海運船主(協) 808-0034 若松区本町1丁目5-11　鶴丸海運内 761-5631

59 響工業団地(協) 808-0022 若松区大字安瀬1番地25 751-4561

60 明治町商店街(振) 808-0034 若松区本町2丁目9-4 761-5473

61 遠賀食肉事業(協) 811-4302 遠賀郡遠賀町広渡2434　㈱福永産業内 293-2299

62 北九州西部青果(協) 809-0001 中間市大字垣生字東七反田1500 243-5177

63 第一物流センター (協) 811-4311 遠賀郡遠賀町大字老良365-1 293-3270

64 中間市管工事(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-1 245-0077

65 中間市建設(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-5 245-1787

66 築上西部液化ガス事業(協) 829-0313 築上郡築上町有安179番地 0930-56-0183
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２号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　　　在　　　地 ＴＥＬ

1 福岡ひびき信用金庫 805-0059 八幡東区尾倉2丁目8番1号 661-2311

2 (株)オフィスソリュ―ションズ北九州 803-0831 小倉北区日明3丁目6-20 591-2711

3 (株)カンペックス 807-0821 八幡西区陣原1丁目15-15 643-6065

4 (有)フジプロダクション 802-0064 小倉北区片野1丁目13-1-202 922-3191

5 よしみ工産(株) 804-0094 戸畑区天神1丁目13-5 882-1661

6 北九州高齢者能力活用協議会 804-0067 戸畑区汐井町1-6　ウェルとばた8Ｆ 881-6699

7 (株)アクシス 807-0822 八幡西区瀬板1丁目16-1 603-8711

8 (株)せいぜん葬儀誠善社 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 571-9999

9 社会福祉法人 福岡コロニー 811-0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜１丁目11番1号 092-962-0764

10 北九州商工会議所 802-8522 小倉北区紺屋町13-1 541-0181

11 (公社)九州機械工業振興会 804-0003 戸畑区中原新町1-1 861-3001

12 福岡県機械金属工業連合会 北九州支部 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ　北中連内 531-0127

13 北九州市商業総連合会 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ　北中連内 531-0127

14 (株)総合システム 807-0804 八幡西区医生ヶ丘3-5 603-7174

15 西日本産業(株) 804-0041 戸畑区天籟寺1丁目6番17-1 883-1281

16 (株)メイケン九州 803-0826 小倉北区高峰町4-11 582-4588

17 明光運輸（株） 804-0094 戸畑区天神2丁目2-27 871-5690

18 (株)フジコー 804-0011 戸畑区中原西2丁目18-12 871-3724

19 (株)測　研 804-0013 戸畑区境川2丁目4-5 883-1511

20 (株)ケィ・ビー・エス 802-0014 小倉北区砂津1丁目2-13 522-0096

21 (株)大分銀行 802-0003 小倉北区米町1丁目1番21号 521-8336

22 (株)西日本シティ銀行北九州総本部 802-0006 小倉北区魚町3丁目5-5 511-0926

23 (株)井上産商 804-0092 戸畑区小芝3丁目8番22号 882-2881

24 (株)山本工作所 805-8514 八幡東区大字枝光1950番地の10 681-0378

25 丸正鋼材(株) 808-0109 若松区南二島2丁目2-22 791-5133

26 清新産業(株) 805-0017 八幡東区山王1丁目16番8号 661-4635

27 (株)千  草 805-0061 八幡東区西本町1丁目1番1号 671-1131

28 九州電力(株)北九州支社 802-8521 小倉北区米町2丁目3番1号 531-1180

29 北九州エアターミナル(株) 800-0306 小倉南区空港北町6番 475-4195

30 (株)Ｃ＆Ｇシステムズ 806-0067 八幡西区引野1-5-15 642-4541

31 (株)西港自動車学校 803-0801 小倉北区西港町15番地の5 571-3123

32 ＴＯＴＯ(株) 802-8601 小倉北区中島2丁目1番1号 951-2028

33 戸畑港運輸(株) 804-0071 戸畑区川代二丁目4番1号 871-1721

34 (株)ゼンリン 804-0003 戸畑区中原新町3-1 882-9050

35 (株)芳  賀 805-0019 八幡東区中央2丁目24番5 671-1316

36 竹原運送(株) 804-0066 戸畑区初音町13番32号 871-3228

37 (株)ギラヴァンツ北九州 802-0001 小倉北区浅野3-8-1 AIMビル2F 863-6777

38 (株)豊川設計事務所 803-0835 小倉北区井堀4-1-25 581-7082

39 (株)安川電機 806-0004 八幡西区黒崎城石2番1号 645-8801

40 (株)タカギ 802-8540 小倉南区石田南2丁目4-1 962-0941
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迎　　　　春迎　　　　春

TEL:092-622-8071
FAX:092-622-8838

多くの割引制度！
手頃な掛金！！

福岡県火災共済協同組合
福岡市博多区吉塚本町9−15
福岡県中小企業振興センター８階

自動車総合共済（MAP）

花元　英彰
才所　　稔寺嶋　貞夫

北九州市商業総連合会
会　　長　宮　﨑　敏　久
副 会 長

〃
〃
〃
〃

名　田　榮三郎（門　司）
甲　山　博　美（小倉北）
田　中　孝　文（小倉南）
澤　村　弘　義（八　幡）
安　部　研　一（若　松）

〒 802―0082　小倉北区古船場町 1-35 北九州市立商工貿易会館内
　　　  TEL 093―531―0127　FAX 093―531―0399

一般社団法人 福岡県機械金属工業連合会
会　長 松本 和朗
副会長 自見 榮祐
　〃　 尾中 盛和

副会長 安永 充孝
　〃　 才所 　稔
常務理事 西村 慎一
　　　 他 役員一同

〒 812―0046
福岡市博多区吉塚本町９番 15 号
福岡県中小企業振興センタービル 11F 115 号室
電話 092-612-5155　 FAX 092-612-5178
E-mail : info@fukukiren-monodzukuri.jp
URL : http://www.fukukiren-monodzukuri.jp
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北九州市防水工事業協同組合

理事長　川　田　　　至

〒 802―0082
北九州市小倉北区古船場町 4-17　近藤ビル２Ｆ
　TEL（093）531―4607　FAX（093）531―4609
　E-mail:kitakiyu.bou@train.ocn.ne.jp
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北九州塗装協同組合
理事長　大 石 浩 人

他　　組合員一同
〒808-0109　北九州市若松区南二島二丁目17番18号

電 話 093-701-2300
FAX 093-791-3997

［URL］　http://www.kita-pc.com
E-mail :k-toso-k@circus.ocn.ne.jp
E-mail : ccg000242686@kaw.bbiq.jp

中　野　新　司理 事 長

岡　本　　　勝会長理事
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二
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号
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話　

七
六
一
―
二
六
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

七
六
一
―
二
五
八
三

北
九
州
遠
賀
葬
祭
業
協
同
組
合

理 

事 

長　

原　

田　

健　

次

戸
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区
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籟
寺
一
丁
目
六
番
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―
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号
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話　

八
八
三
―
一
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

八
八
一
―
一
六
九
六

西
日
本
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

麻　

生　

重　

樹

中
間
市
大
字
垣
生
字
東
七
反
田
一
五
〇
〇

電　

話　

二
四
三
―
五
一
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
四
三
―
五
一
七
八

北
九
州
西
部
青
果
協
同
組
合

理 

事 

長　

花　

田　

一　

美

中
間
市
中
間
一
丁
目
六
番
五
号

電　

話　

二
四
五
―
一
七
八
七

中
間
市
建
設
協
同
組
合

理 

事 

長　

福　

山　

征　

也

外　
　

組

合

員

一

同

中
間
市
中
間
一
丁
目
六
番
一
号

電　

話　

二
四
五
―
〇
〇
七
七

中
間
市
管
工
事
協
同
組
合

理 

事 

長　

須　

藤　
　
　

淳

代表理事　橋　本　耕　治 代表取締役社長　末　松　靖　章

〒 804―0021
北九州市戸畑区一枝３丁目６番12号

TEL 093―883―1552
FAX 093―871―0233

〒 804-0094
北九州市戸畑区天神２－２－ 27

TEL 093―871―5690
FAX 093―871―0254

清掃美化協同組合
地球に優しい環境づくりのお手伝い

明 光 運 輸 株 式 会 社

戸
畑
区
三
六
町
十
四
番
十
二
号

電　

話　

八
七
一
―
〇
六
六
一

協
同
組
合
く
す
り
の
九
友
会

理 

事 

長　

芳　

野　

直　

人
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ウエディングに関するお問い合わせは
☎093-531-3387（ブライダルサロン）
【平日 12:00～19:00 ／土日祝日 10:00～19:00 ／火曜日定休】

心
に
残
る
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
は

　
　
　

私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

は
じ
め
て
の
ご
来
館
で

「
ペ
ア
デ
ィ
ナ
ー
券
」
ま
た
は
「
ペ
ア
宿
泊
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
式
場
未
定
の
カ
ッ
プ
ル
限
定
・
予
約
制
）

公益社団法人  北九州市

16

代表取締役　木　下　健　治

株式会社
オフィスソリューションズ北九州

リコー特約店　防犯・防災システム構築
スチール家具オフィス用品・各社取扱い

〒803-0831 北九州市小倉北区日明3丁目6番20号
　　　　　　電  話 093-591-2711
　　　　　　FAX 093-591-2712

www.office-sk.co.jp/ 検 索

親孝行代行サービス、農業支援もしています。
TEL ９２２－４８０１

ワンコインサービス
TEL ９２２－５５１１

詳細は、お問い合わせください。
北九州市
http://www.kitakyusilver.jp/

小倉北区片野新町 1-1- 6
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みなさまの明日を
� バックアップします。

ホームページ　http://www.fukuoka-cgc.or.jp/

代表取締役　吉　森　恵　一

〒 805-0017  北九州市八幡東区山王 1 丁目 16 番 8 号
TEL 093-661-4635　FAX 093-661-3399

清 新 産 業 株 式 会 社
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株式会社ギラヴァンツ北九州
〒802-0001 北九州市小倉北区浅野 3-8-1AIM ビル 2F
TEL093-863-6777 http://www.giravanz.jp

― 43 ―
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州
中

央
局

承
認

　本連合会では、時代や経済の変化とともに会員規定を見直し、従来の正会員
（協同組合等）を「１号会員」とし、賛助会員のうち法人や法人を構成員とす
る団体を「２号会員」として、本連合会の運営に参画いただき、幅広い意見等
を取入れ組織の活性化と拡大を図っています。
　つきましては、本連合会の概要と趣旨をご理解のうえ、積極的にご加入いた
だきますようご案内申し上げます。

記

１　加　入　方　法　下記申込書にご記入のうえ、切り離してご投函ください
２　会　　　　　費　「１号会員」　出資金による差等割
　　　　　　　　　　「２号会員」及び「賛助会員」　年額　10,000円
　　　　　　　　　　※ご加入後に会費の請求をさせていただきます。
３　事業の利用料　（１）会が主催する講演会、講習会、研究会等は無料
　　　　　　　　　　　　　但し、懇親会等は実費を負担願います。
　　　　　　　　　　（２）FAX通信及びホームページ利用は事前に事務局へ
　　　　　　　　　　　　　ご相談ください。

会 員 加 入 の ご 案 内



自
　

見
　

榮
　

祐

１　沿　　革
　　昭和29年９月21日　任意団体北九州中小企業団体連合会として発足
　　昭和43年12月５日　北九州中小企業協同組合連合会として法人化
　　昭和50年８月22日　社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　平成25年４月１日　一般社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　　

２　事　　業
　　�　主に、講演会、シンポジウムの開催や会報の発行及び国、県、市などの中小企業施策

や研修会、講習会等をFAXにより情報提供を行なっています。
　　�　また、工業部会、商業部会、建設関連業部会、サービス業その他業種部会の４部会及

び金融税制委員会、情報委員会の２委員会を設置しており、各業界や業種の状況を把握
し、県や市に対する意見や要望を集約して、毎年、建議・陳情を行なっています。

３　会員資格
　　「１号会員」�北九州市、行橋市、豊前市、中間市、京都郡、築上郡、及び遠賀郡に事務

所を有する中小企業等協同組合、商店街振興組合、商工組合及び協業組合
　　「２号会員」�本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする法人並びにこれらの

者を構成員とする団体
　　「賛助会員」�本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする個人

会
員

加
入

申
込

書



●ポスター 
●チラシ 
●パンフレット 
●リーフレット 
●カタログ 
●ダイレクトメール 
●広報紙 
●自費出版 
●機関誌 
●書籍 
●文集 
●詩歌集 
●各種マニュアル 
●会議資料 
●封筒 
●さをり織り 
●冷凍うどん 
●古紙回収 
　　　　etc. 

本 部 ・ 工 場 　〒811―0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号 
TEL.（092）962―0764　FAX.（092）962―0768 

南 福 岡 営 業 所 　〒816―0934 大野城市曙町二丁目4番18号 
（福岡県身体障害者授産指導所）　 TEL.（092）501―7405　FAX.（092）501―7425 
博 多 営 業 所 　〒812―0046 福岡市博多区吉塚本町9番 15号 中小企業振興センタービル1階 

TEL.（092）611―2341　FAX.（092）501―7425 
古 賀 営 業 所 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4422　FAX.（092）944―4071 
な の み の 里 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4308　FAX.（092）944―4309 
デイサービスセンター 　TEL.（092）944―4096　FAX.（092）944―4309 
な の み 工 芸 　TEL.（092）944―4419　FAX.（092）944―4071 

北中連だより� 平成28年１月31日発行　2016年新春号　通巻123号
自　見　榮　祐
野　瀬　　　勝
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・障害者支援施設　福岡コロニー
・障害福祉サービス事業所　わーくはうすコロニー
・障害福祉サービス事業所　福岡福祉工場
・障害者支援施設　福岡県障害者就労支援ホーム　あけぼの園
・障害福祉サービス事業所　なのみ工芸
・障害者支援施設　なのみの里
・古賀市障害者生活支援センター　咲
・障害者就業・生活支援センター　ちどり
・共同生活援助事業所　グループホームかづる
・相談支援事業所　福岡コロニー

〒816-0934 大野城市曙町二丁目４-18
（福岡県障害者就労支援ホーム あけぼの園）
TEL.（092）501-7405　FAX.（092）501-7425
〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町９番15号
中小企業振興センタービル１階
TEL.（092）611-2341　FAX.（092）501-7425
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4422　FAX.（092）944-4071
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4308　FAX.（092）944-4309

TEL.（092）944-4419　FAX.（092）944-4071

南福岡営業所

本部・工場

博多営業所

古賀営業所

なのみの里

なのみ工芸

社会福祉法人　福岡コロニーukuoka

olony

〒811-0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目 11 番 1 号

TEL.（092）962-0764　FAX.（092）962-0768

http://www.fukuoka-colony.net
印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん）

ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ
ダイレクトメール　自費出版　広報誌　機関誌　書籍　文集
詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.
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